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最初にお読みくたさい。 

ご使用前に必ず本書をお読みください。 

いつでも使用できるように大切に保管してくださし、。 
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巧巧説明書のか冊構巧について 

本製品の取扱説明書は、次のような構成になっています。目的に応じてお読みいただき、本製品を十 
分にごミ舌用ください。 

このマークが付いているガイドは、製品に同捆されている紙マニュアルです。 

^ このマークが付いているガイドは、付属の CD - ROM に含まれている PDF マニュアルです。 


•製品の設定方法については 
• ソフトウェアのインス I ルについて知るには 
• ネットワークの設定方法について知るには 

•コピーおよびプリントに関ずる説明については 
•困ったとまには 

. ファクスに関ずる説明については 
•困ったとまには 


スタートアップガイド¢3 

ユーザーズガイド（本害)]! 
ファクスガイド 1的 


•ソフトウェアのインス!ルおよび説明については 

• プリントおよびスキヤナ動作について知るには ソフトウェアガイド 

•困ったとまには 


• リモート UI に関する説明については 


リモート U ■ガイド 


• ネットワークの接続と設定方法については 


ネットワークガイド 



製品名 

- F 148800 (Satera MF 8180) 


• PDF 形式のマニュアルを表示するには 、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe Acrobat 
Reader がインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホームぺージからダウンロードし、インストールしてください。 

• 本書は、改良のため画面等は予告なく変更されることがあります。正確な仕様が必要な場合はキヤノンまでお問い合わせください。 

• 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

• 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 


































ユーザーズガイドのお巧について 

お使いになる前に 剛踰な制 

用紙の取り扱い 
原稿の取り扱い 

^0^プリンタとして使う I 

コピーず るには 
龜 スキヤンずるには 

システムモニタでジョブを確認ずる 
曰常のメンテナンス 
義 困ったときには 
ぉ JPfai 各種機能を登録ずる/設定ずる 

お JTm 付録 _ 


本製品の仕様や索引を掲載しています。 
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はじめに 


このたびは Canon Satera MF 81 80をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。本製品 
の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前に本書をよくお読み 
ください。また、お読みいただいた後もいつでも使用できるよう大切に保管してください。 

本書の読みかた 


マークについて 


本書では、本製品を使用する上で安全のためにお守りいただきたいことや役に立つ情報に、 
下記のマークを付けています。 


A 警告 
A 注意 


重要 


@ メモ] 


取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負ラおそれのある警告事項が書か 
れています。安全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りくだ 
さし、。 

取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラおそれや物的損害が発生するおそれのあ 
るを意事項が書かれています。安全に使用していただくために、必ずこのを意 
事項をお守りください。 

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをお勧 
めします。 


キーの表記について 


本書では、操作するキーをが下のように記号と [] を用いて表しています。 [] 内には 
操作パネル上のキー名称が示されています。 


© 


[白黒 スタート]、 または [カラースタート] を押します。 


[画質]を押します。 


^ディスプレイに表示されるメッセージ 


ディスプレイのメッセージはが下のようにく >で囲んで表しています。 

.くメモリガイツパイデス>と表示されたときは、本製品は原稿を読み取れません。 
.ディスプレイにくソート>と表示されます。 
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規制について 


電波障害規制について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情 
報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置が 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがありま 
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


国際エネルギースタープログラムについて 



当社は国際エネ ル睾ー スタープログラムの参加事業者として、本製品が 
国際エネ ル睾ー スタープログラムの基準に適合していると判断します。 
国際エネ ル睾ー スタープログラムは、コンピュータをはじめとした 才 
フィス機器の省エネ ル睾一化 推進のための国際的なプログラムです。こ 
のプログラムは、エネ ル睾一 消費を効率的に抑えるための機能を備えた 
製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により 
参加することができる任意制度となっています。対象となる製品はコン 
ピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリおよび複写機等の才 
フィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加各国の間 
で統一されています。 
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Canon、Canon ロゴ、 Satera はキヤノン株式会社の商標です。 
その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


原稿などを読み込む際の注意事項 


が下を原稿として読み込むか、あるいは複製したり、力□エしたりすると、法律により罰せら 
れる場合がありますのでごを意ください。 

■ 著作物など 

他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに 
準ずる限られた範囲においての使用を目的とする場合を除き違法となります。また、人 
物の写真などを複製する場合には肖像権が問題となることがあります。 

■通貨、有価証券など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしい 
ものを作成することは法律により罰せられます。 

•紙幣、貨幣、銀行券（外国のものを含む）•株券、社債券 
.国債証券、地方債証券 .手形、小切手 

.郵便為替証書 .定期券、回数券、乗車券 

• 郵便切手、 EP 紙 . その他の有価証券 

■ 公文書など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 
•公務員または役所が作成した免許証、登記簿膳本その他の証明書や文書 
.私人が作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
•役所または公務員の EP 影、署名または記号 
• 私人の EP 影または署名 

[関係法律] •刑法 

• 著作権法 

• 通貨及証券模造取締法 
• 外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽 
造変造及模造二関スル法律 


• 郵便ま 

• 郵便切手類模造等取締法 
• 印紙犯罪処罰ま 
• 印紙等模造取締法 




A まをにお巧いいただくために 


本製品をお使いになる前に、この「安全にお使いいただくために」をよくお読みいただき、 
正しくご使用ください。ここに書かれている警告•を意事項は、お使いになる人や他の人へ 
の危害、財産への損害を未然に防ぐための内容ですので、必ずお守りください。また、本書 
に記載されていることが外は行わないでください。誤った使い方をされますと、けがの原因 
になることがあります。また、通常の使い方が外で発生した故障は保証の対象外となります 
のでごを意ください。 

• 本製品の仕様は国内向けとなっておりますので、海外ではご利用できません。 

This equipment is desianed tor use in」apan only and cannot be used in any other 
country . 

•外付け電話機用差込口は、電話網の仕様と完全には一致していないため、接続される通信 
機器によっては、正常に動作しない場合があります。 

• 外付け電話機の種類によっては、ご使用になれない場合や、一部機能が利用できない場合 
があります。 

. お使いになる電話回線に、すでに何台かの電話機等が接続されている場合は、本製品また 
は外付け電話機がご使用になれない場合があります。この場合は、他の電話機等を外して 
ください。 

•一般電話回線と本製品の間に、アダプタ（ターミナルアダプタなど）が接続された場合、 
アダプタなどが電話網の仕様と完全には一致していないため、製品が正常に動作しないこ 
とがあります。 

•本製品の故障、誤動作、不具合、あるいは停電等の外部要因によって、受信文書の全部、 
または一部が消失したり、通話や録音などの機会を逸したために生じた損害や万が一、本 
製品に登録された情報内容が消失してしまラこと等の純粋経済損失につきましては、当社 
は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。本製品に登録された情 
報内容は、別にメモをとるなどして保管くださるようにお願いします。 

.本製品は、お客様固有のデータを登録または保持可能な製品です。本製品内に登録または 
保持されたデータの流出による不測の損害などを回避するために、本製品を廃棄、譲渡、 
返却される際には、本製品内に登録または保持されたデータを取扱説明書等を元に消去く 
ださるよラお願いいたします。 

•本製品の設置や配線工事および修理には、工事担任者資格を必要とします。無資格者のエ 
事は、違法となりまた事故のもととなりますので絶対におやめください。 

.本製品は、お買い求めのときには国内の相手の方と通信することを前提とした設定になっ 
ています。海外との通信を主に行われる方は、重要な通信を行う前に巧手の方と正常に通 
信できるか確認してください。正常に通信できないときは、本製品の設定を変更すること 
により、通信できるようになる場合もありますので、お近くのキヤノン販売店またはキヤ 
ノンお客様相談センターにご連絡ください。 

.本製品の外観および機能などの仕様は、お客様にお知らせすることなく変更される場合が 
あります。 

.本書の内容につきましては万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら、お 
近くのキヤノン販売盾またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 
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設置について 


A .アルコール、ベンジン、シンナーなどの引火性溶剤の近くに設置しないでください。引火性 

= 溶剤が本製品内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になることがあります。 

•本製品の上に次のよラな物を置かないでください。これらが本製品内部の電気部品などに接 
触すると、火災や感電の原因になることがあります。 

本製品内部に入った場合は、直ちに電源コードを抜いてお近くのキヤノン販売店またはキヤ 
ノンお客様相談センターにご連絡ください。 

-ネックレスなどの金属物 

•コップ、花瓶、植木鉢など、水や液体が入った容器 



A •ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでください。 

' 落ちたり、倒れたりして、けがの原因になることがあります。 

•本製品には通気孔がありますので、壁や物でふさがないよラに設置してください。通気孔が 
ふさがれると本製品内部に熱がこもり、火災の原因になることがありまず。 

• 製氷倉庫など特に温度が下がるところに置かないでください。本製品が正常に動作しない場 
合があります。 

•温度が急激に変化ずる場所には置かないでください。冷えきった部屋をス I -ーブなどで急激 
に暖めたときなどは本製品の内部に水滴が付着し、部分的に写らないコピーが発生する原因 
となることがありまず。 

•本製品を次のよラな場所に設置しないでください。火災や感電の原因になることがありま 
ず。 

•湿気やほこりの多い場所 
-水道の蛇口付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温になる場所 
-火気に近い場所 

-スピーカなど磁気を含んだ機器や、磁界を生ずる機器に近い場所 
•クーラ、暖房器具、換気扇などから風が直接当たる場所 
-振動が多い場所 
-換気の悪い場所 

-揮発性可燃物やカーテンに近い場所 
-床が丈夫でない場所 

-調理台のそばなど、油飛びや湯気のあたるような場所 
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10 cm が上 



•本製品の設置場所等によっては、近くに置いたラジオへの雑音やテレビ画面のチラツキやゆ 
がみなどが発生する場合があります。 

このよラな現象が本製品の影響と思われましたら、本製品の電源プラグをいったん抜いてく 
ださい。電源を切ることによりラジオやテレビなどが正常な状態に回復するようでしたら、 
乂下のような方法を試みてください。 

•本製品をテレビなどから遠ざける。 

•本製品またはテレビなどの向きを変える。 

• 電気製品 .AV . OA 機器などの磁気を帯びているところや電磁波が発生しているところに 
置かないでください（パソコン、電子レンジ、スピーカ、テレビ、ラジオ、堂光灯、ワープ 
口、電気こたつ、インバータエアコンなど）。 

-磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、通話ができなくなることがあり 
ます（特に電子レンジ使用時には影響を受けることがありまず）。 

•テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、テレビ画面が乱れることがあり 
ます。 

•硫化水素の発生する場所（温泉地など）では、本製品の寿命が短くなることがあります。 

-風通しの悪い場所に設置しないでください。 

本製品は使用中オゾンを発生しまず。オゾンの量は人体に影響を及ぼすほどの量ではあり 
ませんが、風通しの悪い場所で長時間使用したり、大量の印刷をしたりするときは喚気に 
十分留意し、環境に配慮して使用してください。 

-本製品の通風孔を壁や他の機器などから10 cm が上離して設置してください。 


温度差の激しい場所に設置しないでください。 
湿度10〜80%の環境でお使いください。 
屋外での設置や使用は避けてください。 


15〜30での環境でお使いください。 
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電源について 


A 警を •電源コードを傷つけたり、破厦したり、加工したりしないでください。また重いものを置い 
— たり、引っぱったり、無理に曲げたりしないでください。傷ついた部分から漏電して、火災 

や感電の原因になることがあります。 

•電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、火災や感電の原因に 
なることがあります。 

.めれた手で電源コードの抜き差しをしないでください。感電の原因になることがありまず。 

•テーブルタップや分岐コンセント、分岐ソケットを使用したタコ足配線をしないでくださ 
し、。火災や感電の原因になることがあります。 

•電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。火災や感電の原因になることがありま 
ず。 

•電源コードは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでください。差し込みが不十分で 
すと、火災や感電の原因になることがあります。 

• 付属の電源コード乂外は使用しないでください。火災や感電の原因になることがありまず。 

•アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電の 
原因になることがあります。 

• アース 線を接続するときは、が下の点にごを意ください。 

〈アース線を接続してもよいもの〉 

電源 コンセントのアース 端子 

接地工事 （ D 種）が行われているアース線端子 

〈アース線を接続してはいけないもの〉 

水道管や蛇口：配管の途中でプラスチックになっている場合があり、その場合にはアースの 
役目を果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可した水道管にはアース線を 
接続できます。 


ガス管：ガス爆発や火災の原因になることがあります。 

電話線のアースや避雷針：落雷のときに大量の電流が流れ、火災や感電の原因になることが 
ありまず。 


. AC 100 V の商用電源が外では、絶対に使用しないでください。火災.感電の原因となるこ 
とがあります。 

•電源プラグは、 AC 100 V 15 A 専用コンセントに差し込んでください。やむをえず同じコン 
セントに他の電気製品の電源プラグを差し込む場合は、電流値がコンセントの最大値を超え 
ないよラにを意してください。火災の原因となることがあります。 

•電源コードは、必ず付属のものをお使いになり、それが外のものは絶対にお使いにならない 
でください。火災•感電の原因となることがあります。 

•本製品を構内交換機 ( PBX ) 等に接続してお使いになる場合は、あらかじめお近くのキヤノ 
ン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。確認できない場合は、絶対 
に接続してお使いにならないでください。火災-感電の原因となることがあります。 

• 本製品は国内電源仕様になっていますので、海外ではご使用になれません。 

•原則的に延長コードを使用しないでください。また、延長コードの多重配線をしないでくだ 
さい。火災や感電の原因になることがあります。やむを得ず延長コードを使用する場合は、 
AC 100 VI 5 A が上のものを使用してください。使用時は束をほどき、電源コードと延長 
コードの接続が確実になるように根もとまで電源プラグを差し込んでください。 

•アース線を接続する場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に行ってくださ 
し、。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜いて行って 
ください。 
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A 江思 • 表示されたが外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることがありま 
す。 

.コンセントに差し込んだ機器の使用電力の合計がブレーカの許容電力を超えないようごを 
意ください。 

•電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱると、 
電源コードのお線の露出、断線など電源コードや本製品が傷つき、その部分から漏電して、 
火災や感電の原因になることがあります。 

.いつでも電源コードが抜けるように、電源コードの周りには物を置かないでください。非常 
時に電源コードが抜けなくなります。 

• 雷雨のときは本製品の電源コードをコンセントから抜いてください。落雷により火災や感電 
の原因になることがあります。 


i 重要 


•電源プラグとコンセントの接合部分のまわりにごみが付着したら、乾いた清潔な布で拭き 
取ってください。 

.エアコンやテレビ、コピー機などと同じコンセントに接続しないでください。ノイズを発生 
したり、本製品の操作に不具合を生ずることがあります。 

•次のような場合は本製品の電源プラグをコンセントから抜いてください。 

.電源コードやプラグが傷んだり、断線しているとき 
-本製品の中に水などの液体がこぼれたとき 
-本製品が雨に濡れたり水がかかったとき 

-同捆の取扱説明書の手順どおりに操作しても本製品が正常に動作しないとき 

手順にない不正な調整をしてしまうと、故障の原因となったり、正常な動作に戻すまで 
に特殊な修理が必要となりますのでごを意ください。 

•本製品を落としたり、傷つけたりしたとき 

. 本製品の動作に明らかに異常がみられるとき、エラーランプが点滅し続けるとき 
-長時間ご使用にならないとき 

• 本製品の電源コードを無停電電源に接続しないでください。 

•本製品の電源プラグを抜いたときは、差し直すまでに5秒が上間隔をおいてください。 


取り扱いについて 


A 警告 •本製品を分解したり、改造したりしないでください。内部には高圧•高温の部分があり、火 
q 災や感電の原因になることがあります。 

•本製品のキャビネットは外さないでください。感電や故障の原因となることがあります。指 
定が外の内部の点検-調整-清掃-修理は、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様 
相談センターにご連絡ください。 

•万一、本製品を倒したり、キャビネットを破損した場合、本製品の電源プラグをコンセント 
から抜いて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡くださ 
し、。そのまま使用すると、火災.感電の原因となることがありまず。 

.異常な音がしたり、煙が出たり、熱が出たり、変なにおいがした場合は、直ちに電源コード 
を抜いて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 
そのまま使用すると、火災や感電の原因になることがあります。 

•本製品の近くでは可燃性のスプレーなどを使用しないでください。スプレーのガスなどが本 
製品内部の部品などに接触すると、火災や感電の原因になることがあります。 
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•本製品を移動させる場合は、必ず電源コードを抜き、電話線コードを取り外してください。 
そのまま移動すると電源コードや電話線コードが傷つき、火災や感電の原因になることがあ 
りまず。 

•本製品内部にクリップやホチキスの針などの金属片を落とさないでください。また、水、液 
体や引火性溶剤（アルコール、ベンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これら 
が本製品内部の部品に接触すると、火災や感電の原因になることがあります。万一、これら 
が本製品内部に入った場合は、直ちに電源コードを抜いてお近くのキヤノン販売店またはキ 
ヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 

•ふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは使用しないでください。火災•感電の原 
因となることがありまず。 

•めれた手で本製品を操作しないでください。故障や感電の原因となることがありまず。 

•原稿台ガラスカバーは、手を挟まないように静かに閉じてください。けがの原因となること 
がありまず。 



•原稿台ガラスに本などの厚い原稿をセットしたときは、原稿台ガラスカバーを上から強く押 
さえないでください。原稿台ガラスが破損して、けがの原因となることがあります。原稿台 
ガラスの許容荷重は約2 kg (約500ページの電話帳1冊分）まででず。 

•通信やコピーなどの動作中に電源プラグを抜いたり、本製品の開閉部を開けたりしないでく 
ださい。故障の原因となることがありまず。 

•電源プラグをコンセントからを抜いてから、再度差し込む場合は、5秒が上の間隔を置いて 
ください。 

•停電時や電源プラグをコンセントから抜いた場合に、画情報を維持ずるバックアップ電池の 
充電時間には約8時間必要です。また、完全にバックアップ電池が空になるような充放電を 
繰り返しまずと電池寿命が早くなりまずので、長期間使用しないときが外は電源プラグをコ 
ンセントから抜いておくような使用は避けるようごを意願います。なお、画情報のバック 
アップ電池は電池単体での交換はできません。高価なパッケージの交換となりまず。 

•用紙は当社推奨品をご使用ください。推奨品 • U 乂外の用紙をお使いになった場合のトラブルに 
つきましては、当社では保証いたしかねまずのでご了承ください。推奨品につきましては、 
お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 

• 記録紙は、青焼き紙などと重ねて保管しないでください。 

•ベンジン、シンナー、アルコールなどで拭かないでください。変色や変形の原因となること 
がありまず。汚れがひどいときは、柔らかい布に水を含ませて、かたく絞ってから拭いてく 
ださい。 

.落としたり、強い衝撃を与えないでください。故障の原因となることがあります。 

. トナーカートリッジのドラムに手を触れないでください。ドラムの表面に手の油や巧れが付 
着すると、きれいな印字ができなくなりまず。 

•しわ、折れのある紙、湿っている紙、一度記録した紙の裏面などは使用しないでください。 
紙づまりの原因となることがありまず。 

•残った用紙は包装紙に包み、湿気が少なく直射日光の当たらないところに保管してくださ 
い。 
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•紙づまりのとき、用紙は破れないように静かに取り除いてください。取り除く途中で用紙が 
破れたときは、紙片を本製品の中に残さずずべて取り除いてください。 

•本製品を離れたところに陸送したり空輸ずるときは、必ずトナーカートリッジを取り外して 
ください。トナーカートリッジに強い光が当たらないように保護袋に入れるか厚い布で包ん 
でください。 
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A 汪思 


•本製品の上に重いものを置かないでください。置いたものが倒れたり、落ちてけがの原因に 
なることがあります。 

• 連休などで長期間ご使用にならない場合は、安全のため電源コードを抜いてください。 
•レーザ光は、人体に有害となるおそれがあります。そのため本製品では、レーザ光はレーザ 
スキャナ ユニッ ト内にカバーで密封されており、お客様が通常の操作をする場合にはレーザ 
光が漏れる/こ、配は全くありません。安全のためにが下のを意事項を必ずお守りください。 
•本書で指示されたが外のカバーは、絶対に開かないでください。 

• カバー内部に貼ってあるを意ラベルをはがさないでください。 



DANGER 


Invisible laser radiation when open. 
AVOID DIRECT EXPOSURE TO BEAM. 


CAUTION- 


CLASS 3B. INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 


ATTENTION- 


RAYONNEMENT LASER INVISIBLE DE CLASSE 3B. 

EN CAS D'OUVERTURE EVITEZ L’EXPOSITION AU FAISCEAU. 


VORSICHT- UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KLASSE 犯 ， WENN ABDECKUNG 
I gEOFFNET. night DEM STRAHL AUSSETZEN. 

PRECAUCION- Radiacion laser invisible de clase 3b presente al abrir. 

EVITE LA EXPOSICION AL HAZ. 


VARNING- KLASS3B OSYNUG LASERSTRALNING NAR DENNA DELAR OPPNAD. 
vMnmiw strAlenarfarlig. 

VAROITUS- luokan sb nAkymattomalle laser-sAteilya avattuna. 

W VALTA ALTISTUMISTA SATEELLE. 

^ £| ■習己 I 巧言己 3B HI フト人 I 司 |0| 巧お/4幻 0| お書音 L| 口. 

背 doil 占書言勾引お人 I 空. 

m ■ここを ii< とクラス3日不可視レーザ放射が出ます。 

ビ-ムに身をさがないこと。 RU5-8126 


•万一、レーザ光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。 

• この製品は IEC 60825 -1:1993 においてクラス1レーザ製品であることを確認しています。 

A 取扱説明書に指定された手順 • u 乂外の操作をすると放射線をミ谷びる危険がありまず。 

.厚みのある本などを読み取るときに原稿台ガラスカバーを強く押し付けないでください。原 
稿台ガラスカバーを損傷したり、けがの原因となりまず。 

.強くゆすったり、ぶつけたりしないでください。 

. 移動するときは必ず電源プラグを抜いてください。 

•万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常が見られましたら、すぐに電源プラグを 
抜き、キヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 
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保守/点検について 


A 警告 • 清掃のときは電源コードを抜いてください。火災や感電の原因になることがあります。 

•電源コードを定期的に抜き、その周辺および電源コンセントにたまったほこりや巧れを、乾 
いた布で拭き取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源コードを長期間差 
したままにずると、その周辺にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因 
になることがあります。 

• 清掃のときは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固く絞った布を使用してくださ 
し、。アルコール、ベンジン、シンナーなどの引火性溶剤は使用しないでください。引火性溶 
剤が本製品内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になることがありまず。 

•原稿搬送ローラの清掃には、中性洗剤を使用しないでください。ローラ類を傷める原因とな 
ることがあります。 

•原稿読取部を清掃ずるときは、電源プラグを抜いてください。電源プラグを抜かずに清掃す 
ると、火災や感電の原因となることがあります。 

•本製品内部には、高圧になる部分があります。紙づまりの処理など内部を点検するときは、 
ネックレス、ブレスレットなどの金属物が本製品内部に触れないようにを意してください。 
やけどや感電の原因になることがあります。 

•使用済みのトナー容器を火中に投じないでください。トナー容器内に残ったトナーに引火し 
て、やけどや火災の原因になることがあります。 


A 胃 •本製品内部の定着器周辺は、使用中に高温になります。紙づまりの処理など内部を点検する 
' ときは、定着器周辺に触れないようにを意してください。やけどの原因になることがありま 

す。 

•紙づまり処理やトナー容器を交換するときは、トナーで衣服や手を汚さないようにを意して 
ください。衣服や手が汚れた場合は、直ちに必ず水で洗い流してください。温水で洗うと卜 
ナーが定着し、巧れがとれなくなることがあります。 

. トナーカートリッジの交換や紙づまりなどで開閉部などを開けるときには、突起物に引っか 
けたり、開閉部で手を挟むとけがの原因となることがあります。 

•紙づまりで用紙を本製品内部から取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっている 
トナーが飛び散り、目や口に入らないように、 T 寧に取り除いてください。トナーが目や口 
に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師の診断を受けてください。 

•用紙を補給するとき、原稿づまりや紙づまりを取り除くときは、原稿や用紙の端で手を切っ 
たりしないよラにを意してください。 

• トナー容器を補給口から取り外すときは、トナーが飛び散って目や口などに入らないよう 
に、 T 寧に取り出してください。万一、トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流 
し、医師の診断を受けてください。 

•つまった用紙を取り除くとき、「高温を意」と表示がある部分とローラ部は高温になってい 
まず。やけどの原因となることがありますので、用紙が外には触れないでください。 
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消耗品について 


A 警告 


• トナー容器を火中に投じないでください。トナーに引火して、やけどや火災の原因になるこ 
とがあります。 

• トナー容器、用紙は火気のある場所に保管しないでください。トナーや用紙に引火して、や 
けどや火災の原因になることがあります。 

•トナー容器を廃棄する場合は、回収窓口までお持ちいただく力、、トナーが飛び散らないよう 
にトナー容器を袋に入れて、自治体の指示に従って処理してください。 


A 迁后、 


. トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してください。万一、トナーを飲ん 
だ場合は、直ちに医師の診察を受けてください。 

.新しいトナーカートリツジを振るときは、静かに振ってください。激しく振るとトナーが飛 
び散ることがありまず。 


その他 


ム警告 •/ こ、臓ぺースメーカーをご 使用の方へ 

•本製品から微弱な磁気が出ています。瓜臓ペースメーカーをご使用の方は、異常を感じた 
ら本製品から離れてください。そして直ちに、医師にご相談ください。 


A 江后、 •本製品に貼付されている警告や手順に従ってください。 

.持ち運ぶときはトナーカートリッジを外してください。 

.持ち運ぶときは、カセットの取っ手などは持たないでください。破損の原因となることが 
あります。 

-持ち運ぶときは下の図のように持ってください。 



•停電が起きた場合や電源プラグをコンセントから抜いた場合は、ファクシミリの機能、動 
作が停止すると同時に、メモリに蓄積されている原稿（メモリ送信、代行受信など）カリ肖 
えてしまう場合があります（内蔵のバッテリにより、約40分間*はバックアップ機能が 
はたらきまず）。 

* :製品が初期状態であり、バッテリーが充分に充電されているときの数値です。 


xviii 




























資源再利用のお願い 


キヤノンでは環境保全ならびに資源の有効ま用のため、リサイクルの推進に努めておりま 
す。回収窓口が製品により異なりますので、が下の内容をお読みいただき、ご理解とご協力 
をお願いします。 


■ 使用済み複写機の受け入れ場所について 

使用済みとなった複写機につきましては、次のように回収を行っています。お問い合わ 
せ先にを意してご連絡願います。 


m 

キヤノンでは、環境保全と資源の有効ミ舌用のため、回収されたオフィス用、使用済み 

複写機のリサイクルを推進しています。 

使用済みの複写機の回収については、お買い求めの販売店、または弊社お客様相談セ 

Canon 

ンターもしくは担当の営業にお問い合わせください。 


なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、廃棄物処理法に従い処分して 


ください。 
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お使いになる前に 


CHAPTER 


本製品を使ってできること、本体各部の名称とはたらき、本製品をお使いになる前に知って 
おいていただきたいことを記載していまず。 


本体る 8 R の名输とはたらま 

本製品の主な名称とはたらきは、次のとおりです。 

■前面 


①操作パネル 

本製品を操作します。 


® @ @ ® 



③原稿給紙トレイ 

原稿を置きます。 


② ADF (自動原稿給紙装置） ④ スライドガイド 

原稿を読み取りユニットに自動的に送ります。 原稿の幅に合わせてセツトします。 


本体各部の名称とはたらき 
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⑥ 操作パネル部 

本体内部を点検するときに開きます。 

⑥ 排紙トレイ 

プリントされた出力紙を排紙します。 

⑦ カートリッジカパー 

トナーカートリッジやドラムカートリツジを装 
着したり、つまった用紙を取り除くときに開きま 
す。 


⑧ 手差しトレイ 

用紙を手差しトレイから給紙するときにここを 
開けて用紙をセットします。 

⑨ カセット 

用紙をセツトします。 


■ 内部 



原稿を コピー や スキャン するために原稿台ガラ 
ス上に置くときに開きます。 

② 原稿台ガラス 

原稿を置きます。 

③ 用紙ガイド 

手差しトレイにセットした用紙の幅に合わせて 
ガイドの位置を調整します。積載制限ガイドが付 
いており、このガイド下まで用紙をセツトできま 
す。 


手差しトレイに用紙をセツトするときに引き出 
します。必ずこの補助トレイを引き出してから用 
紙をセツトしてください。 

⑥延長トレイ 

A 4 サイズの用紙などの長いサイズの用紙をセツ 
卜するときに用紙が垂れ下がらないようにしま 
す。 
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本体各部の名称とはたらき 


















① USB ポート 

USB (Universal Serial Bus) ケーブルを接続し 
ます。 

② 電源ソケット 

電源コードを接続します。 

③ フェイスアップカパー 

巧き面を上にして出力紙を排出したいときや、紙 
づまりを除去するときに開きます。 

④ LAN ポート 

LAN ケーブルを接続します。 


⑥電話回線差込口 

電話回線コードを接続します。 

⑥ 外付け電話機用差込 □ 

外付けの電話機を使うときは、ここに接続しま 
す。 

⑦ 操作部/エンジン部接続コード 

操作部とエンジン部を接続し、電源を供給してし\ 
るコードです。 

⑧ ロック 解除 レバー 

定着ユニットの交換や、定着ユニット付近での用 
紙ジャムの除去するときに使用します。 


ぉ使ぃに S 前に 



本体各部の名称とはたらき 
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操作八ネルをがの名觀とはたらま 


ワンタッチダイヤルゾ《ネルを閉じた状態 



① ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルキーに登録したファクス/ 
電話番号にダイヤルするときに押します。 

② リダイヤル/ポーズ 

電話番号入力中はポーズ挿入、ファクス待機中は 
リダイヤルキーになります。 

③ 短縮 

短縮ダイヤルを使うときに押します。 

④ 電話帳 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した相 
手先を検索してダイヤルするときに押します。 

⑥オンフック 

ファクス情報サービスなど、相手の応答を聞きな 
がら送受信するときに押します。 

⑧通信中/メモリランプ 

本製品が動作中は点滅、コピー動作中やメモリ内 
に文書があるときは点灯します。 


⑦ コピ ー 

コピーモードに切り替えます。 

⑧ フアクス 

ファクスモードに切り替えます。 

⑥スキヤン 

スキヤンモードに切り替えます。 

颇メニユー 

設定メニユーを表示します。 

⑩エラーランプ 

本製品にトラブルが発生したときに点滅します。 
エラーの 内容はディスプレイに表示されます。 

⑩拡大/縮ル 

コピーモードで拡大/縮ルコピーをするとき押 
します。 

⑩濃度 

コピーモード、ファクスモードのときに濃度を選 
択することができます。 
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操作パネル各部の名称とはたらき 
























































@ 画質 

コピーモード、ファクスモードのときに画質を選 
ぶことができます。 

© ソート 

コピーモードのときにソートを選ぶことができ 
ます。 

® 節電 

節電モードにするとき/解除するときに押しま 
す。節電モード中は、[節電]のみが点灯し、そ 
の他は消灯します。 

⑩システムモニタ 

コピー、ファクス、プリント、レポート巧刷など 
の処理状況をチェックするときに押します。 

@白黒スタート 

ファクスの受信や送信を開始するときや、白黒コ 
ピーをするとき、スキヤンを開始するときに押し 
ます。 

® カラースタート 

カラー コピーをするときや カラー スキヤンをす 
るときに押します。 


©ディスプレイ 

コピー機能やファクス機能の基本画面、各種設定 
画面が表示されます。 

@ストップ/リセット 

各種設定画面から待受画面に戻るときや、ファク 
スの送受信を止めるときに押します。 

(g) OK 

登録や設定の内容を確認/確定するときに押し 
ます。 

@ [◄ (-)] [►(+)] 

項目を検索するときや設定内容を確認するとき 
に押します。 

(§) テンキー 

数字や文字を入力するときに押します。 

透) 用紙選択 

給紙場所をカセットと手差しトレイで切り替え 
ます。 


操作パネル各部の名称とはたらき 
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デイスプレイの表示について 

待受画面の表示は選択したモードに応じて異なります。 

コピーモード、スキャンモードまたはファクスモードの待受画面はが下のようになります。 

■コピーモード 

コピー倍率 用紙サイズ 


10 の A 斗 m 

ちか jp 山 UI 

一 I-1- r 

濃度 画質 部数 


■ スキヤンモード 


巧わ E-r 


■ フアクスモード 


2005 1 Z /31 SAT じ：日?^日付、時刻 
ピトつ t ョ化、^： 

H - H 

受信モード' 画質 

本製品は通常のファクス送受信のほか、画質を選択できる/ダイヤル登録などの便利な 
機能があります。ファクスについての詳細は、「ファクスガイド」を参照してください。 


メモ I •本製品の電源を入れると、ディスプレイにはくシバラクオマチクダサイ> と数分間表 
示され、コピーモードの待受画面に切り替わります。 


ぉ使ぃになる前に 
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デ イスプレイの 表示に ついて 









節電モードについて 


本製品には節電機能があります。一定時間、本製品を操作しなかった場合や、操作パネル上 
の[節電]を押した場合には、節電モードになります。 

0メモ I .節電モードのときでもコンピュータからのデータ受信プリントやファクスの受信は可能 
です。 

•節電モードに移行するまでの時間は、3〜30分の範囲で変更できます。また、節電機能を 
オフにすることもできます。節電モードの詳しい設定は「タイマー設定」の「4.オート 
セツデン」（一 P.10-8) を参照してください。 

•次の状態のときは、節電機能ははたらきません。 

-コピー、ファクスまたはプリント中 
-ファクスの送受信中 
-読み取り中 

.コピーをメモリに保を中、ソートその他の機能が動作中、またはメモリランプの点灯中 
•紙づまりが発生した場合 

• エラーコードが表示され\エラーランプが点滅しているとき 
.カセットの用紙が切れたとき 

-く木カートリッジモウスグコウカン>がディスプレイに表示されたとき 
* は力ートリッジ色を表します。 （K: ブラック、 C: シアン、 M :マゼンタ、丫：イエロー) 

• 次の場合には自動的に節電モードが解除されます。 

•コンピュータからプリントジョブを受け取ったとき 
-コンピュータからスキヤンジョブを受け取ったとき 
-ファクスを受信したとき 

-本製品に接続された外付け電話機の八ンドセットを外したとき 


節電モードを設定ずる 


1 [節電]を押しまず。 

ディスプレイの表示が消え、節電キーが点灯します。 


メモ I •本製品が節電モードから復帰した直後、またはコピー終了直後は、]5秒が上間隔をおい 
てから[節電]を押してください。 


節電モードについて 
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節電モードを解除ずる 


1 [節電]を押しまず。 

節電キーが消灯し、ディスプレイには待受画面が表示されます。 


咳~メモ I •本製品は通常すぐに節電モードから復帰します。ただし室温や周囲の環境などによって約 
15-180 秒かかる場合があります。 


ぉ使ぃになる前に 
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節電モードについて 





用紙の巧り扱い 


2 


CHAPTER 


機能に合わせた用紙の選択とセツト方法、および補給方法を説明しまず。 


使用でまる用紙について 


快適なプリント結果を得ていただくため、当社推奨用紙のご使用をお勧めします。市販され 
ている用紙の種類によっては、本製品での使用に適さない場合があります。用紙に関するご 
質問は、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターへお問い合わせくださ 

し、。 


用紙の保管 


規格に合った用紙でも、保管が悪いと変質してしまうことがあります。変質した用紙は給紙 
不良や紙づまりの原因になったり、 EP き品質の低下を招くことがあります。 

用紙を保管するときは、次のことに気をつけてください。 


重要 


• 用紙は特に水分を嫌いますので、湿らせないようにしてください。 

•用紙の包装紙は、湿気を防ぐはたらきをします。使用するまでは包装したままにしておい 
てください。また、使用しない用紙は包装紙に包んでおいてください。 

•平らな場所に保管してください。 

•床面は一般的に湿度が高いので、床に用紙を直接置かないでください。 

•用紙がカールしたり、折り目がつくような置き方をしないでください。 

•用紙を立てて保管したり、あまり多く積み重ねないでください。 

•直射日光の当たる場所や湿度の高い場所に保管しないでください。 

•保管場所と使用する場所の温度に著しく差がある場合は、包装したままで1日ほど使用す 
る場所に置いて、室温に慣らしてから使用してください。急激な温度や湿度の変化は、用 
紙がカールしたり、しわの原因になります。 


使用できる用紙について 
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プリントの保管について 


本製品でプリントした EP 刷物の取り扱いや保管については、次の点に気をつけてください。 


•クリアホルダなど PVC 素材（ポリ塩化ビニール）のものといっしよに保をしないでくだ 
さい。トナーが溶けて用紙と PVC 素材が貼り付いてしまうことがあります。 

•のり付けするときは、必ず不溶性の接着剤をご使用ください。溶解性の接着剤を使用する 
と、トナーが溶けてしまいます。接着剤をご使用になる場合は、不要になった印刷物で試 
してから使用してください。 

•プリントを重ねる場合は、完全に乾いていることを確認してください。乾ききらないうち 
に重ねると、トナーが溶けることがあります。 

•平らな場所に保管してください。折れたりしわになったりすると、トナーがはがれること 
があります。 

•高温の場所に保管しないでください。トナーが溶けて色がにじむことがあります。 

.長期間じ年が上）保管する場合は、バインダーなどに入れて保管してください。（長時間 
保管すると、用紙の変色によって、プリントが変色したように見える場合があります。） 


■ 使用できない用紙 

次の種類の用紙にはプリントしないでください。紙づまりが発生する場合があります。 
•大きくカールした用紙やしわのある用紙 
.カラーコピー機/プリンタ用の OHP フイルム 
•片面がすでにデジタルカラーコピー機でプリントされている用紙 
(裏面にはプリントしないでください） 

• 片面がすでに熱転写プリンタでプリントされている用紙 
(裏面にはプリントしないでください） 


■使用できる用紙 


用紙 

カセット 

手差し 

用紙サイズ 

A 4、 巨5、 A 5、 エグゼクティブ、レター、 
リーガル 

A 4、 巨5、 A 5、 に 0- C 5、 洋形4号、洋形 

2号、八ガキ、往復八ガキ、レター、リー 
ガル 

重量 

60〜105 g / m と 

60〜163 g / m ^ 

紙種 

普通紙 

普通紙、厚紙、 OHP フィルム 


重要 


.カラー OHP フイルムにはプリントしないでください。本製品が正常に機能しないことが 
あります。 OHP フイルムはモノクロ OHP フイルムのみ対応しています。 


メモ I •用紙サイズ、紙種、指定枚数によって、通常よりもプリント速度が遅くなる場合がありま 
す。 

•用紙の種類によっては、カセツトや手差しトレイにきちんとセツトできない場合がありま 
す。 
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使用できる用紙について 













プリント範囲 


プリント推奨領域はが下の淡色部分です。 

メモ I •この領域の外にあるイメージは、プリントされなかったり、きれいにプリントされない可 
能性があります。 


■用紙 


最大 5mm 

II 


用紙の 
セツト方向 


最大 5mm 

II 

= 最大 5mm 


= 最大 5mm 


■封筒 



最大 10mm 


最大 10mm 


用紙の 
セツト方向 


最大 10mm 


最大 10mm 


使用できる用紙について 
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ffl 紙若セットずる 


カセツトおよび手差しトレイへの用紙のセツト方法を説明します。 



用 

紙 

の 

取 

0 

扱 


い 


ム注意 •用紙をセットする際は、用紙の端で手を切らないようにを意してください。 

•手差しトレイをご使用にならないときは、確実に閉めておいてください。 

メモ I •カセットには、最大で約250枚の用紙 （60 g / m 2 ) をセットできます。 


用紙をカセットにセットずる 


.カセツトの黒いゴムパッドには触れないでください。給紙不良の原因になります。 



1 カセットを引き出しまず。 
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用紙をセツトずる 















2 カセットのプレートを押して、ロックしまず。 



A 注意 


• カセットのプレートがロックされているときは、カセットの左右にあるロック解除レバー 
には触れないでください。ロックが解除されてプレートが勢いよく上がり、けがの原因に 
なることがあります。 



^用紙ガイドの後ろ側のロック解除レバーをつまみながら、セットずる用 
紙サイズの位置に合わせて用紙ガイドを移動しまず。 


用紙ガイドに記載されている用紙サイズとづを合わせます。 



重要 


.巨5サイズ （182 mm X 257 mm ) を使用する場合は、用紙ガイドを 「 B 5- JIS 」 に合わせ 
てください。 「 B 5 -に0」、「8甘 I X 13"」の位置は使用できません。 


用紙をセツトずる 
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4 側面の用紙ガイドをセツトずる用紙サイズの位置に合わせまず。 

用紙ガイドを動かすときは、左右の用紙ガイドを持ってください。 




5 


用紙の後端を用紙ガイドに合わせてセットしまず。 



んま意 • 用紙を補を合するとぎは、用紙の端で手を切った0しないよラに、を意して扱って< ださい。 


重要 


• 必ず用紙ガイドがセットする用紙サイズに合っているかを確認してください。用紙ガイド 
がセツトする用紙サイズに合っていないと、給紙不良の原因になります。 
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用紙をセツトずる 
























































.カセットにセットできる用紙の枚数は、普通紙で約250枚 （60 g / m 2 の用紙）です。絶 
対に用紙ガイドの積載制限マークを超えない範囲でセットしてください。積載制限マーク 
を超す量の用紙をセットすると、給紙不良の原因となります。 

•裁断状態が悪い用紙を使用すると、重送しやすくなる場合があります。そのような場合 
は、用紙を平らな場所でよくそろえてからセツトしてください。 



メモ1 •レターヘッドやロゴ付きの用紙などにプリントする場合は、用紙の表面（プリントする 
面）を下に向け、用紙の上端が手前になるようにセットします。 



B i り ぁぃ 


用紙をセツトずる 
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6 用紙が用紙ガイドの側面にあるツメの下に入るよラに、用紙の左右を押 
さえまず。 

ツメと用紙の間に十分なすき間があることを確認してください。すき間が十分ない場合は、 
用紙を少し減らします。 



/カセツトを本製品にセツトしまず。 

カセット前面が本製品の前面とそろうまで、しっかりと奥まで押し込みます。 
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用紙をセツトずる 









•用紙残量表示について 

カセットには、セットされている用紙の量を示す用紙残量表示があります。用紙がいっぱ 
いまで入っていると、用紙残量表示が上がります。用紙が減るに従って表示が下がってき 
ますので、用紙の残量を知る目安になります。 



メモ I •カセットに用紙がなくなると、ディスプレイにくヨウシガアリマセン > と表示されま 
す。新しい用紙をセットしてください。 


手差しトレイの開けかた 


手差しトレイは、次の手順で開けます。 

1手差しトレイを開けまず。 

手差しトレイは中央の取っ手を持って開けます。 



^ 11 




-- 

P 



B i り扱ぃ 


用紙をセツトずる 


2-9 





























2 補助トレイを引き出しまず。 



2-10 用紙をセットずる 



















手差しトレイの閉めかた 


手差しトレイは、次の手順で閉めます。手差しトレイを使わないときは、閉めておいてくだ 
さし、。 


1 セットされている用紙を取り除き、延長トレイを閉め、補助トレイをし 
まいまず。 



手差しトレイに用紙をセツトずる 


カセットにセットされている用紙と種類やサイズが異なる用紙は、手差しトレイにセットし 
てプリントします。 

1 手差しトレイを開け、補助トレイを引き出しまず。 

手差しトレイの開けかたは、「手差しトレイの開けかた」（一 P .2-9) を参照してください。 


B i り扱ぃ 


用紙をセットずる 2-11 














2 用紙ガイドの幅を紙幅より少し広ゆにセットしまず。 



用紙束は積載制限ガイドの下を通してくださし、。 


ムま意 • 用紙を補給するとぎは、用紙の端で#を切った!:）しな U ぶラに、を意して扱って < ださし、。 


重要 


•手差しトレイにセットできる枚数は、用紙の種類によって異なります。詳しくは、「使用 
できる用紙」（一 P .2-2) を参照してください。 


• 積載制限ガイドと用紙との間に十分なすき間があることを確認してくださし N 。 すき間がな 
い場合は、用紙を少し減らします。 


•用紙を斜めにセットしないでください。 

• 用紙の後端が不揃いになっていると、給紙不良や紙づまりの原因になります。 

•用紙の先端が折れ曲がっていたり、カールしている場合は、端を伸ばしてからセットして 
ください。 


2-12 用紙をセットずる 





















•裁断状態の悪い用紙を使用すると、重送しやすくなる場合があります。そのような場合 
は、用紙を平らな場所で良くそろえてからセツトしてください。 



メモ 1 •レターヘッドやロゴ付きの用紙などにプリントする場合は、用紙の表面（プリントする 
面）を上に向け、用紙の上端が奥になるようにセットします。 



用愛取り扱い 


用紙をセットずる 2-13 

























重要 


•必ず用紙ガイドを用紙の幅に合わせてください。ゆるすぎたりきつすぎたりすると、正し 
く送られなかったり、紙づまりの原因になります 
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•プリント中は、手差しトレイの用紙に触れたり、引き抜いたりしないでください。動作異 
常の原因になります。 


封筒を手差しトレイにセツトずる 


封筒にコピーまたはプリントする場合は、手差しトレイを使用します。 


重要 


•推奨封筒は洋形4号、洋形2号、に 0- C 5 のみです。他の封筒を使用すると、きちんと印刷 
されない場合があります。 


f 手差しトレイを開き、補助トレイを引き出しまず。 

手差しトレイの開けかたは、「手差しトレイの開けかた」（一 P .2-9) を参照してくださし、。 

と 用紙ガイドの幅を封筒の幅より少し広めにセットしまず。 



2-14 用紙をセットずる 






















3 封筒の束を平らな場所へ置き、上面を押して空気を抜いてから、縁の折 
り目をきちんと付けて、平らにしまず。 



す意•封筒の端で手を切ったりしないように、を意して扱ってください。 

A 封筒の四隅の固い部分を図のよラにほぐし、反り返りを平らに直しまず。 




用紙をセットずる 2-15 
















6 封筒の宛名を書く面を上に、ふたを左側にして、奥に当たるまでゆつく 
りと差し込みまず。 

封筒の束は積載制限ガイドの下を通してください。 



ム注意 • 封筒を補給するときは、封筒の端で手を切ったりしないように、ミ主意して扱ってください。 


重要 


•封筒は、約10枚までセットできます。 

• 積載制限ガイドと封筒との間に十分なすき間があることを確認してくださし N 。 すき間がな 
い場合は、封筒を少し減らします。 

•封筒は、裏面（貼り合わせのある面）にはプリントできません。 

• ふたが左側になるようにセットしてください。 



•縦長の封筒にプリントするときは、ふたを閉じて、封筒上部から給紙される向きにセット 
してください。 

•封筒を斜めにセットしないでください。 

• 封筒の後端が不揃いになっていると、給紙不良や紙づまりの原因になります。 


2-16 用紙をセットずる 









































用紙ガイドをスライドさせて、封筒の左右にぴったりと合わせまず。 



重要 


•必ず用紙ガイドを封筒の幅に合わせてください。ゆるすぎたりきつすぎたりすると、正し 
く送られなかったり、紙づまりの原因になります。 



.プリント中は、手差しトレイの封筒に触れたり、引きあいたりしないでください。動作異 
常の原因になります。 


用紙をセットずる 2-17 



























用紙のサイズと種類を指定ずる（カセット、 
手差し h レイに巧巧） 


用紙のサイズを指定ずる 


お買い求めのとき、用紙のサイズは A 4 に設定されています。カセットや手差しトレイに設 
定とは異なるサイズの用紙をセットしたときは、その都度、用紙の設定をしてください。 



I [メニュ ー] を押しまず。 

2 [◄トリまたは [►(+)] を押してく1•ヨウシセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

ク [◄ 卜)]または [►(+)] を押してく1•カセット>またはく2•テザシトレイ> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 


A [◄ 卜)]または [►(+)] を押してく1•ヨウシサイズ>を選択し、 [0 のを押し 
まず。 


〇 [◄(-)] または [►(+)] を押して用紙のサイズを選択し、 [0 のを押しまず。 

次のサイズから選択できます 

.カセットの場合は、 A 4、 B 5、 A 5、 エグゼクティブ、レター、リーガルが選択できます。 
•手差しトレイの場合は、 A 4、 B 5、 A 5、 ISO - C 日、洋形4号、洋形2号、八ガキ、往復 
八ガキ、レター、リーガルが選択できます。 

メモ I .封筒を使用するときはに 0- C 5、 洋形4号、または洋形2号を選択してください。 
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[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


2-18 用紙のサイズと種類を指定ずる（カセット、手差しトレイに共通) 






用紙の種類を指定ずる 


お買い求めのとき、用紙の種類はくフツウシ>に設定されています。普通紙が外の用紙を使 
用する場合は、手差しトレイに用紙をセットし、次の手順で設定してください。 

設定しないと、プリントの画質が低下したり、正しくプリントされないことがあります。 



f [メニュ ー] を押しまず。 

と [◄トリまたは [►(+)] を押してく1•ヨウシセツテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 

*> [◄ 卜)]または [►(+)] を押してく2•テザシトレィ>を選択し、 [0 K ] を押 
しまず。 


4 [◄ 卜)]または [►(+)] を押してく2•カミシユ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

A [◄ 卜)]または [►(+)] を押して用紙の種類を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

次の種類から選択できます。 

. 普通紙 （60 〜105 g / m 2) : くフツウシ> 

• 厚紙り06〜163 g / m 2) : くアツガミ> 

- OHP フイルム：く OHP フイルム> 

メモ I •封筒、八ガキ、ラベルはくアツガミ > を選択してください。 

•「用紙のサイズを指定する」（一 P .2-18) の手順3でく1.カセット > を選択した場合は、普 
通紙または厚紙しか選択できません。 
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[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


メモ I • カセツトでは普通紙のみご利用いただけます。用紙設定は出来ません。厚紙、 OHP フィル 
ム、封筒をセツトする場合は手差しトレイをご利用のうえ用紙設定を行ってください。 


用紙のサイズと種類を指定ずる（カセット、手差しトレイに共通） 2-19 








o 

QQ 

>8 

な 



コピー 

(プリントアウト 
されてくる時の 
用紙の向き） 


原稿および用紙のセツト方向 


ADF に原稿をセットする場合の原稿の方向と、原稿台ガラスにセットする原稿の方向は次 
のとおりです。 

ADF に原稿をセットする場合：原稿を表向きにセット 
原稿台ガラスに原稿をセットする場合：原稿を裏向きにセット 

ADF 原稿台 ガラス 





2-20 用紙のサイズと種類を指定ずる（カセット、手差しトレイに共通) 























































排紙エリアの選が 


フェイスダウン排紙エリアでは、プリント面が下向きの状態でプリントした用紙が排紙トレ 
イに排出されます。フェイスアップ排紙エリアには、プリント面が上向きの状態でプリント 
した用紙が排出されます。フェイスアップカバーを開閉して、目的に合わせてプリント面を 
選択してください。 

フェイスアップカバーを開くと、プリント面が上向きの状態でプリントした用紙が排出さ 
れ、フェイスアップカバーを閉じると、プリント面が下向きの状態でプリントした用紙が排 
出されます。 





紙種および目的に合わせて、最適な排紙ェリアを選択してくださし、。 


紙種 

排紙エリア 

出力枚数 

普通紙 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

80〜100枚 （60 〜1 05 g / m う 

再生紙 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

80〜100枚 （60 〜1 05 g / m う 

厚紙 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

約20枚 （106〜163 g / m 2) 

OHP フイルム 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

10枚* 

ラベル 

フェイスアップ 

1枚 

封筒 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

10枚* 


排紙エリアの選択 2-21 




























紙種 

排紙エリア 

出力枚数 

官製八ガキ 

フェイスアップ 

1枚 

フェイスダウン 

10枚* 


* 力ールしやすいので、フェイスアップ排紙エリアをお使いになることをお勧めします。 
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プリント面が下向きの状態でプリントした用紙が本体前面の排紙トレイに排出されます。用 
紙はプリント順に積み重ねられます。 

フェイスダウン排紙エリアを使用するときは、フェイスアップカバーを閉じてください。 



重要 


• 排紙トレイに排出された用紙を押し戻さないでください。紙づまりが発生する場合があり 
ます。 

• 排紙トレイには用紙が外のものを乗せないでください。紙づまりが発生する場合があります。 


^フェイスアップ排紙エリア 


プリント面が上向きの状態でプリントした用紙が本体の裏側に排出されます。用紙が本体か 
らまっすぐに排出されるため、 カールし やすい OHP フィルム、 封筒、八ガキや ラベルの プ 
リントに便利です。 

フェイスアップカバーを開いてください。 

.排出された用紙を]枚ずつ取り除きます。 



2-22 排紙エリアの選択 
























重要 


•無理に用紙を引き出さないでください。 

•本体にはフェイスアップ排紙トレイは装着されていません。排紙された用紙は手で取り除 
いてく ださし、。 

•紙づまりを防ぐため、排紙エリアの手前にはものを置かないでください。 


排紙エリアの選択 2-23 




原稿の巧りおい 
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CHAPTER 


原稿についてと、原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセツトずる方法を説明しまず。 


原稿について 


原稿台ガラスまたは ADF にセットできる原稿は次のとおりです。 


原稿 

原稿台ガラス 

ADF 

原稿の種類 

普通紙、厚い書類、写真、ルさい原稿 
(名刺など）、特殊用紙（トレーシング 
ぺーパ*]、 OHP フイルム *1 など）、書 
籍 

普通紙（同ーサイズ-厚さ-重量の複数 
ぺージの原稿、または1ぺージの原稿） 

原稿サイズ 
(ヨコ X タテ） 

[最大] 21 6 mm x 297 mm 

[最大] 21 6 mm X 356 mm (リーガル） 
[最小] 148 mm X 105 mm ( A 6) 

枚数 

1枚 

最大30枚 （80 g / m 2 )、 または力ールし 
た用紙を含め厚さ 8 mm が内の重ねた原 
稿 

重量 

最大 2 kg 

60〜] 63 g / m 2 


*1 トレーシングペーパや OHP フィルムのような透過原稿の場合は、原稿の上に白色の普通紙を重ねてセツトして 

ください。 


メモ I •ルさい原稿をコピーする場合、通常よりもコピー速度が遅くなることがあります。 

•原稿の厚さは、新聞紙0.05〜0.06 mm 、 上質紙0.10 mm 、 官製はがき 0.23 mm を目安 
にしてください。 


原稿について 


3-1 















セットできない原稿 

•のり、インク、修正液が完全に乾いているか確認してから、原稿を原稿台ガラスまたは ADF 
にセットしてください。 

•ホチキス、クリップなどの留め具をすべて取り外してから、原稿を ADF にセットしてくだ 

さし、。 

. ADF の紙づまりを防ぐため、次の用紙を使用しないでください。 

-しわや折り目のある用紙 
•破れている用紙 
•とじ巧が開けられた用紙 

•力ーボン紙、裏が力ーボン紙になっている原稿 
-コート紙 

•薄質半透明紙、薄紙 


読み取り可能な範囲 


本製品の読み取り可能範囲は次の図のとおりです。原稿の文きや画像がこの余白にはみ出て 
いないか確認してください。 

■ ファクス時の読み取り可能範囲 


I 読み取り方向 


A 4 読み取り範囲 


コピー時の読み取り可能範囲 


I 読み取り方向 


A 4 読み取り範囲 
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原稿について 
















原稿をセツトずる 


原稿は、原稿台ガラスまたは ADF にセットして読み取ります。どちらを使うかは、原稿の 
サイズと種類によって異なります。詳細は、「原稿について」（一 P .3-1) を参照してくださし、。 


原稿台ガラスに原稿をセツトずる 


I 原稿台ガラスカバーを開きまず。 

A 読み取る側を下にして、原稿を原稿台ガラスにセットしまず。 


適切な用紙サイズの巧に原稿を合わせます。 



• 原稿の位置合わせ 

原稿台ガラスの左端にある用紙サイズの巧を使って、原稿の位置合わせをします。 

•標準サイズの用紙 （ A 4、 B 5 など）の場合は、対応する巧に原稿を合わせてください。 
•原稿のサイズが分からない場合や、対応する巧がない場合は、原稿の中/こ、を一巧に合わせ 
てくだ さし、。 


C 疆装り巧い 


原稿をセツトずる 


3-3 








A 4 サイズの原稿をセツトする場合の位置は次のとおりです。 



〇 原稿台ガラスカバーをゆっくり閉じまず。 

原稿を読み取る準備が完了しました。 


ADF に原稿をセットずる 


^メモ I •原稿台ガラスに原稿がセツトされていないことを確認してくださし、。 


1 本体にセットずる原稿束を持って端をさばいてから、平らな場所で原稿 
の縁をそろえまず。 



Qii ぃ 
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原稿をセツトずる 
























スライドガイドを調整し、原稿の幅に合わせまず。 



読み取る面を上にして、 ADF に原稿をセットしまず。 



ディスプレイにくゲンコウガセットサレマシタ>というメッセージが表示されます。 


メモ I •複数ページの原稿をセットした場合、原稿は上（先頭ページ）から順に1枚ずつ送り込ま 
れます。 

•すべての原稿が読み取られてから新しい作業を行ってください。原稿読み取り中は、キヤ 
ンセルが外の操作は出来ません。 

• ADF には、 A 4 サイズの原稿30枚 （80 g / m 2)、 または力ールした用紙を含め厚さ 8 mm の 
束までセットできます（保証値)。（温度15〜27で、湿度10〜80〇/〇の場合の参考値)。 
これが上の枚数をセットすると、紙づまりが発生する場合があります。 

•排紙口がふさがれると、原稿を破損するおそれがありますので、原稿排紙部に物などを置 
かないでください。 

• 読み込み中にセットした原稿を抜き取ったり、追加したりしないでください。 

•読み込みが終わった原稿は、順次原稿排紙トレイから取り除いてください。紙づまりの原 
因になります。 


原稿をセツトずる 
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ADF の読み取り経路 



^メモ I - ADF に原稿をセツトすると、スキャンユニツトが上図の位置に移動し、その位置で原稿を 
読み取ります。 

•原稿台ガラスに原稿をセツトすると、スキャンユニツトは移動しながら原稿を読み取りま 
す。 


Qii ぃ 
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原稿をセツトずる 
































プリンタとして使 5 
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CHAPTER 


付属の CD - ROM に入っているプリンタドライバを使って、本製品をプリンタとして使いま 
ず。 


プソントずる前に 


本製品でプリントする前に、付属のプリンタドライバをあらかじめコンピュータにインス 
トールしておいてください。 

.インストールが終了していない場合は、「ソフトウェアガイド」の「第]章インストール 
する」を参照してインストールしてください。 


複数のプリンタを、ネットワーク経由またはコンピュータに接続して使用する場合、本製品 
を通常使うプリンタとして設定したい場合は、まずプリンタの設定を確認してください。 

.アプリケーシヨンの [EP 刷]画面を開き、[プリンタ名]に本製品が表示されていれば、本製品 
が通常使うプリンタに設定されています。詳しくは「原稿をプリントする」（一 P.4-3) を 
参照してください。 

本製品が通常使うプリンタに設定されていない場合は、が下の手順に従ってください。 


メモ I •本製品のプリンタドライバは [Canon MF 8100 Series ] と表示されます。 



[プリンタと FAX](Windows 98/ Me / 2000では[プリンタ])フォルダ 
を開きまず。 


• Windows XP/Server 2003の場合： 

[スタート]メニューの [ コントロールパネル]を開き、[プリンタと FAX ] を選 
択します。 


• Windows 98/ Me / 2000の場合： 

[スタート]メニューの[設定]を開き、[プリンタ]を選択します。 


プリントずる前に 
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2 本製品のプリンタアイコンをクリックしまず。 

3 [ファイル]メニューから、[通常使うプリンタに設定]をクリックしまず。 
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プリントずる前に 



原稿をプソントずる 


原稿をプリントする一般的な方法はが下のとおりです。 


f カセットまたは手差しトレイに用紙をセットしまず。 

用紙のセット方法については、「用紙をセットする」（一 P .2-4) を参照してください。 

2 アプリケーションから原稿を開きまず。 

プリントコマンドを選択しまず。 

[ファイル]メニューから、[印刷]を選択します。 

[印刷]画面が表示されます。 

A [プリンタの選択]リストボックスまたは[印刷]画面の[プリンタ名（名 
前)]プルダウンリストから、本製品を選択しまず。 


メモ I •本製品のプリンタドライバは [Canon MF 8100 Series ] と表示されます。 


〇 [プロパティ] または[詳細設定]をクリックしまず。 

メモ I •アプリケーションによっては、使用するプリンタを[印刷]画面の[全般]タブで選択し 
てから、[プロパティ]や[詳細設定]に相当するタブを選択してプリントの設定をします 
(Windows 2000のみ）。 

b 必要に応じて詳細を設定し、 [ OK ] をクリックしまず。 

プリントの詳細設定については、「ソフトウェアガイド」を参照してください。 

/ [印!刷]または [ OK ] をクリックしまず。 

プリントが始まります。 

的メモ I •プリントを取り消すには、[キャンセル]または[閉じる]をクリックします。 


原稿をプリントずる 


4-3 










^ プリントを中止ずる 



[プリンタと FAX ] (Windows 98/ Me /2000 では[プリンタ])フオル 
ダを開きまず。 


• Windows XP/Server 2003の場合： 

[スタート]メニューの[コントロール パネル]を開き、 [プリンタと FAX ] を選 
択します。 


• Windows 98/ Me / 2000の場合： 

[スタート]メニューの [設定]を開き、 [プリンタ] を選択します。 

^本製品のプリンタアイコンをダブルクリックしまず。 


メモ I •本製品のプリンタドライバは [Canon MF 8100 Series ] と表示されます。 

3 プリントを中止したいプリントジョブを右クリックし、[キャンセル]をク 
リックしまず。 


メモ I .本体の操作パネルの[システム モニタ] を使ってプリントジョブを中止することもできま 
す。（一 P .7- 4 「 PC プリントジョブを確認/削除する」） 
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原稿をプリントずる 







まらに詳しい巧いかたについて 


プリント機能についての詳細は、「ソフトウェアガイド」の「第2章 EP 刷する」を参照し 
てくださし、。 


さらに詳しい使いかたについて 
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コピーず るには 
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CHAPTER 


コピーの基本操作、画質向上のための設定、拡大/縮ルコピー、その他のコピー機能などに 
ついて説明しまず。 


コピーで まる原稿 


コピーできる原稿の種類や条件、セット方法の詳細については、「第3章原稿の取り扱い」 
(一 P.3-1) を参照してください。 


重要 


• ADF で原稿をスキャンした場合、鮮明さに欠ける場合があります。より鮮明な画質をお求 
めの際は、原稿台ガラスに原稿を置いてスキヤンしてください。 


コピーで きる原稿 
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• A 4 よりもルさいサイズの用紙で連続コピーをした後に A 4 サイズの用紙でコピーを取る 
と、コピーが巧れる場合があります。コピーの汚れを防ぐため、1分程度待ってからコ 
ピーしてください。 

•小さいサイズの用紙、厚紙などの用紙にコピーする場合は、コピー速度が通常よりも若干 
遅くなります。 

•用紙の種類をメニューで選択してください。（一 P .2- 19「用紙の種類を指定する」） 

•熱転写プリンタで印刷した用紙にコピーしないでください。コピーが巧れたり、紙づまり 
が発生したりすることがあります。熱転写プリンタと本製品とを併用する場合は、本製品 
で先にコピーしてください。 

• OHP フィルムにコピーすると、カールしたりフィルム同±が離れにく くなるので、フェイ 
スアップ排紙エリアを使用するか、1枚づつよくさばいてから使用してください。 

•手差しトレイを使用する場合は、[用紙選択]を押して[イト)]または [►(+)] でくテザ 
シトレイ > に切り替えてください。 


原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセツトしまず。 

原稿のセット方法に関する詳細については、「原稿をセットする」（一 P .3-3) を参照してく 

ださし、。 

[コピー]を押しまず。 


[テンキー]でコピー部数を入力しまず。 

最大99部まで設定できます。 


原稿に合わせて設定を行いまず。 

•用紙サイズと用紙の種類を設定します。（一 P .2- 19「用紙の種類を指定する」） 

•読み取り解像度を選択する場合は、[画質]を押します。（一 P .5- 6「画質を調節する」） 
•読み取り濃度を選択する場合は、[濃度]を押します。（一 P .5- 6「濃度を調節する」） 
•コピー倍率を選択する場合は、[拡大/縮ル]を押します。（一 P .5- 4「コピー倍率を設定 
する」） 


3ピーをとる 


2 3 4 

@©©® 

©©©@ 

@©©© 


n ピ—ずるには 
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コピーを とる 
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[ 白黒スタート]または[カラースタート]を押しまず。 


メモ I •コピーを中止する場合は、[ストップ/リセット]を押してからディスプレイの指示に従っ 
て操作してください。 

.[ システムモニタ]を押してもコピーを中止することができます。（一 P .7- 3「コピージョブ 
を確認/削除する」） 

. ADF を使って読み込みをしているときにジョブを中止すると ADF に原稿がつまることが 
あります。原稿がつまったときは、ディスプレイにはくゲンコウヲテンケンシテク 
ダサイ >、またはくゲンコウガナガスギマス > というメッセージが表示されます。（一 P .9- 
23 「つまった原稿を ADF から取り除く」） 


重要 


• 電源投入後すぐにコピーをとると、画質が粗くなる場合があります。 

電源投入後は、本体の稼動音がなくなってからコピーをお取りください。 

•連続して[白黒スタート]または[カラースタート]を押さないでください。スキヤン表 
示のまま停止することがあります。 


コピーを とる 
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コピー倍率を設定ずる 


原稿を原稿台ガラスにセットする場合、定形変倍を選択するか、直接コピー倍率を入力し 
て、拡大/縮ルコピーを取ることができます。 


定形変倍を使用して拡大/縮ルずる 


お大/縮ル 


1 


[拡大/縮ル]を押しまず。 



^ [< 卜)]または [►(+)] を押してコピー倍率を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

次の項目から選択できます。 

- 200% MAX . 

•141% A 5 一 A 4 
• 12296 A 日一目5 
•115% 巨5 一 A 4 
. 1 00 % 

- 86% A 4 一 巨5 

- 81% B 5 一 A 5 

- 70% A 4 一 A 5 

- 50% MIN . 


メモ I •く 3.コピーシヨウセツテイ>メニューのく 6.サイズケイレツ > 設定がく A > また 
はくインチ>に設定されている場合、定形変倍は次のようになります。 

• A : 50〇ん700ん1000ん1410ん200% 

•インチ： 500ん64%. 78%.1000ん129%. 200% 

.コピー倍率をリセツトする場合は、[拡大/縮ル]を押し、[イト)]または [► (+)] を押し 
てく100〇/〇>を選択し、 [ OK ] を押してください。 

•[ストップ/リセット]キーを押してもコピー倍率をリセットできます。 
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コピー倍率を設定ずる 









コピー倍率は、50〜200%の範囲で1%単位で入力可能です。 

コピー倍率の入力後も、[イト)]または [►(+)] を押して、コピー倍率を変更できます。コ 
ピー倍率を大きくする場合は [► (+)]、ルさくする場合は[イト)]を押してください。 


メモ I •テンキーでコピー倍率を直接入力する場合は、3巧で入力してください。（例：50〇/〇 一05 0) 
•コピー倍率をリセットする場合： 

. [拡大/縮ル]を押し、[イト)]または [► (+)] を押してく1000/〇 > を選択し、 [ OK ] 
を押してください。または[拡大/縮ル]を3回押し、くトウバイ >が表示されたら 
[0 K ] を押してください。 

•メニューからく ]00〇/〇> を選択して等倍に戻すことができます。卜 P .10- 1「登録/設 
定メニューを使う」） 

-倍率を直接入力して100日/〇に戻すこともできます。 

. [ストップ/リセット]キーを押してもコピー倍率をリセットできます。 


テンキーでコピー倍率を入力して [ OK ] を押しまず。 


ス、'ーム 50-2 00% 

8 0% 

A 4 

01 

- 8 0% + 

犯の ► 

モン/シヤシン 

U 


ピー倍率を入力して拡大/縮ルずる 


拡大/縮ル 


1 


[拡大/縮ル]を2回押しまず。 


n ピ—するには 


2 

@©@® 

©©@@ 
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コピー倍率を設定ずる 
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面質/濃度を調節ずる 



画質を調節ずる 


文字原稿や写真原稿に合わせて、画質を調整できます。3つの画質調整モードがあります。 


] 1 [画質]を押しまず。 

2 [画質]を繰り返し押して設定ずる画質を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

次の項目から選択できます。 

.くモジ>は、文字原稿に適しています。 

.くシャシン>は、写真原稿に適しています。 

• くモジ/シャシン>は、文字と写真の両方を含む原稿に適しています。くモジ/シャシン> 
を選択したときはさらに、くフツウ>、くシヤシンユウセン>、くモジユウセン>を選 
択することができます。 


メモ 1 •くモジ/シャシン>かくシャシン>を選択すると、濃度は自動的に手動設定に切り替わり 
ます。 


濃度を調節ずる 


原稿の濃度に合わせて、自動または手動で濃度を調節できます。 

自動設定 



[濃度]を2回押して自動モードを選択し、 [0 K ] を押しまず。 


パト、、 

10 0% A 4 A-j 

ジト、、ウ 

d A ►モン リ 


コピー濃度は自動的に調整されます。 


メモ I •くジドウ>に設定すると自動的にくモジ>モードになります。 

• 自動設定は白黒コピーのみ有効です。くジドウ>に設定し、[カラーコピー]を押すと、手 
動設定の画面表示に変わります。 
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画質/濃度を調節ずる 
















手動設定 


1 [濃度]を押して、手動モードを選択しまず。 

乂 M (-)] または [►(+)] を押して濃度を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

薄く設定する場合は、[イト)]を押します。 

濃く設定する場合は、 [►(+)] を押します。 


パト、、 

10 0% 

A 4 

ni 

-ウスク 0 □□□□□■□皿►コク+ 

犯 

モン/シヤシン 

U 


メモ I •濃度を蓮くすると目盛りは左に移動します。 
•濃度を濃くすると目盛りは右に移動します。 


カラーパランスを調整ずる 


カラーコピーのときにカラーバランスの調整ができます。ブラック、シアン、 マ ゼンタ、 
イェローの濃度を調整して、好みの色調に設定してください。 

カラー バランスの調整は カラーコピーに のみ反映されます。 



f [メニュ ー] を押しまず。 

と [◄(-)] または [►(+)] を押してく3•コピーシヨウセツテイ>を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

*> [◄ 卜)]または [►(+)] を押してく7•カラーバランス>を選択し、 [0 K ] を 
押しまず。 
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M 卜)]または [►(+)] を押してカラーを選択し、 [0 K ] を押しまず。 


4 つのモー ドから選択できます。 

-ブラック 
-シアン 
. マゼンタ 
. イエロー 


画質/濃度を調節ずる 
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5 (-)] または [► (+)] を押ずか、テンキーでカラーバランスの濃度を入 

力しまず。 

カラーバランスの濃度は各カラーとも1から7の間で設定できます。お買い求めのときは、 
すべて日に設定されています。数きが大きくなるほど濃くなります。 

カラーバランス機能を使ってカラーコピーの色調を調整する場合が下を参考にしてくださ 


コピー画像が黄色がかっている場合 

イェロー（黄色）の数値を下げるもしくはマゼン 
夕（ホ系色）、シアン（青系色）の数値を上げて 
ください。 

コピー画像がマゼンタがかっている場合 

マゼンタ（ホ系色）の数値を下げるもしくはイェ 
ロー（黄色）、シアン（青系色）の数値を上げて 
くださし、。 

コピー画像がシアンがかっている場合 

シアン（青系色）の数値を下げるもしくはイェ 
ロー（黄色）、マゼンタ（ホ系色）の数値を上げ 
てください。 

コピー画像がホみがかっている場合 

イェロー（黄色）、マゼンタ（ホ系色）の数値を 
下げるもしくはシアン（青系色）の数値を上げて 
くださし、。 

コピー画像が緑がかっている場合 

イェロー（黄色）、シアン（青系色）の数値を下 
げるもしくはマゼンタ（ホ系色）の数値を上げて 
くださし、。 

コピー画像が青みがかっている場合 

マゼンタ（ホ系色）、シアン（青系色）の数値を 
下げるもしくはイェロー（黄色）の数値を上げて 
ください。 


モノトーンの中間調部分で調整すると効果的です。 


[0 K ] を押しまず。 

[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 



n ピ—するには 
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画質/濃度を調節ずる 










色調を調整ずる 


原稿に合わせて、色調を調整することができます。色調の調整はカラーコピーにのみ反映さ 
れます。 


次の3つのモードから選択してくださし、。 




f [メニュ ー] を押しまず。 

と [◄(-)] または [►(+)] を押してく3•コピーシヨウセツテイ>を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

ク [◄ 卜)]または [►(+)] を押してく9•シキチョウ>を選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

4 [イト)] または [►(+)] を押して色調を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

原稿に合わせて、3つのモードから選択できます。 

•ヒヨウジュン 
-アザヤカナ 
-オチツイタ 
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[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


画質/濃度を調節ずる 
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地色を取り除く 


原稿の地色の濃さを5段階で調整できます。これにより薄い背景を除去します。 
地色の調整はカラーコピーにのみ反映されます。 



I [メニユ ー] を押しまず。 

と [◄(-)] または [►(+)] を押してく3•コピーシヨウセツテイ>を選択 
し、 [0 K ] を押しまず。 

ク [◄(-)] または [►(+)] を押してく10•ジイロジヨキヨ >を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 


4 [イト)]または [►(+)] を押ずか、テンキーで数字を入力し、 [ OK ] を押し 
まず。 

数字がノ」\さいほど地色は強く除去され、数字が大きいほど地色は弱く除去されます。 
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[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


メモ I •数値を1に設定しても、地色が除去されない場合があります。 
• 濃い色の地色は除去されない場合もあります。 


5-10 画質/濃度を調節ずる 






その他の機能 


本製品は次のような便利な機能を使って、特殊なコピーが簡単にできます。 
.ソートコピー でき上がつたコピーをぺージ順に並べます。 

.コピー予約 プリントしている間に次のジョブを予約できます。 




ソートコピーでは、コピーをぺージ順に並べることができます。複数ぺージの原稿を複数部 
コピーする場合に便利です。 


1部目 2部目 3部目 





原稿を ADF にセットずる場合 

1読み取る側を上にして、原稿を ADF にセットしまず。 

ADF への原稿のセット方法についての詳細は、 「 ADF に原稿をセットする」（一 P .3-4) を 
参照してください。 

A [ソート]を押しまず。 

ディスプレイにくソート>と表示されます。 


メモ I •メニューのく 3. コピーシヨウセツテイ > のく 5. ジドウソート > がくスル > に設 
定されている場合は、複数部数のコピーをとると自動的にソートされます。 
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テンキーでコピー部数を入力しまず。 

最大99部まで設定できます。 

[ 白黒スタート]または[カラースタート]を押しまず。 

1枚目の原稿が読み込まれ、1部だけプリントします。 


最大99部まで設定できます。 
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爲メモ 


[ 白黒スタート]または[カラースタート]を押しまず。 

先頭ページから読み込みが開始されます。読み込みが終わると、原稿はページ順に排出さ 
れます。 

•複数ぺージの原稿の読み込み中にメモリがいっぱいになった場合は、ディスプレイにくメ 
モリガイッパイデス >と表示され、 ADF で読み込み中の原稿が停止します。「つまった原 
稿を ADF から取り除く」（一 P .9-23) の手順に従ってつまった原稿を取り除いてくださ 
し、。この場合は、原稿をいくつかに分けてコピーするか、画質モードをくモジ>に設定し 
てからコピーし直してください。 


原稿を原稿台ガラスにセツトずる場合 


原稿の1ページ目を原稿台ガラスにセットしまず。 

原稿台ガラスへの原稿のセット方法についての詳細は、「原稿台ガラスに原稿をセットす 
る」（一 P .3-3) を参照してください。 
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[ソート]を押しまず。 

ディスプレイにくソート>と表示されます。 


^テンキーでコピー部数を入力しまず。 

【例】 


10 0% ソ-卜 A 4 
犯■□►モン/シャシン 


03 


3 4 
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原稿の次のページを原稿台ガラスにセットしまず。 


[ 白黒スタート]または[カラースタート]を押しまず。 

次のページが読み込まれ、1部だけプリントします。手順5と6を繰り返して、全ての原 
稿を読み込み、1部だけプリントします。 

[0 K ] を押しまず。 

残りの部数のプリントが始まります。 

•複数ページの原稿の読み込み中にメモリがいっぱいになった場合は、ディスプレイにくメ 
モリガイッパイデス>と表示され、原稿の読み込みがキャンセルされます。この場合は、 
原稿をいくつかに分けてコピーする力、、画質モードをくモジ>に設定してからコピーし直 
してください。 

この機能を使用すると、 EP 刷している間でも次のジョブを予約できます。 

• メモリには最大10件のコピージョブを保存できます。 

印刷中に[ストップ/リセット]を2回押しまず。 

待受画面に戻ります。 

•次のコピージョブを予約する前に、必ず待受画面に戻してください。 

予約ずる原稿を原稿台ガラスまたは ADF にセットしまず。 

原稿をセットする方法の詳細は「原稿をセットする」（一 P .3-3) を参照してください。 

テンキーでコピー部数を入力しまず。 

最大99部まで設定できます。 


へーン ：スタート 

シュウリヨク : 0 K 


予約 コピー 


5 


6 


2 



3 

@©©® 

@©©@ 

0 ©©© 


キミ 
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その他の機能 5-13 










4 必要に応じて、原稿に合わせて設定を変更しまず。 

•読み取り解像度を選択する場合は、[画質]を押します。（一 P .5- 6「画質を調節する」） 
•読み取り濃度を選択する場合は、[濃度]を押します。（一 P .5- 6「濃度を調節する」） 
•コピー倍率を選択する場合は、[拡大/縮ル]を押します。（一 P .5- 4「コピー倍率を設定 
する」） 



[ 白黒スタート]または[カラースタート]を押しまず。 

読み込みが開始されます。 

. 現在のコピージョブの印刷が完了すると、次のコピージョブが開始されます。 


•原稿の読み込み中にメモリがいっぱいになった場合は、ディスプレイにくメモリガイツ 
パイデス > と表示されます。 ADF を使用して読み込みを行っている場合は、読み込み中 
の原稿が ADF 内で停止します。「つまった原稿を ADF から取り除く」（一 P .9-23) の手 
順に従ってつまった原稿を取り除いてください。 


• く メモリガイツパイデス > と表示されると、読み込まれたすべての原稿が消去されるた 
め、原稿をいくつかに分けてコピーするか、画質モードを下げてからコピーし直してくだ 
さし、。 


トナーを節約ずる 


白黒プリント時にトナーの消費を抑えることができます。 



f [メニュー]を押しまず。 

2 M (-)] または [►(+)] を押して、く2•キヨウツウキノウセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

一 [◄(-)] または [►(+)] を押して、く3•シロクロプリントトナーセーブ> 
を選択し、 [0 K ] を押しまず。 
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[イト)] または [► (+)] を押して、くスル > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 
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[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


重要 


.シロクロプリントトナーセーブモードを使うと、印刷の濃度が薄れ、印刷された文字がか 
すれる場合があります。この機能は、画像（写真）などの印刷範囲の広いものを大量に巧 
刷するときにお使いください。印刷範囲の狭い印刷データではあまり効果が得られませ 

ん。 

•カラープリントの場合は、プリンタドライバでトナーセーブを設定することができます。 
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スキヤンずるには 
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CHAPTER 


本製品付属の CD - ROM に入っているスキャナドライパを使って、原稿をスキャンしまず。ス 
キャンした原稿をコンピュータに取り込むための基本操作を説明しまず。 


スキヤンずる前に 


本製品でスキヤンするには、付属のスキヤナドライバをあらかじめコンピュータにインス 
トールしておいてください。 

.インストールが終了していない場合は、「ソフトウェアガイド」の「第]章インストール 
する」を参照してインストールしてください。 


コンピュータにスキヤナドライノくがインストールされているかどうかは、次の手順で確認で 


きます。 


1 [スキヤナとカメラ ] (Windows 98/2000では[スキヤナとカメラのプ 
ロパティ]画面）フォルダを開きまず。 


• Windows XP/Server 2003の場合： 

[スタート]メニューの[コントロールパネル]から[プリンタとその他の八ード 
ウェア]を選択し、[スキヤナとカメラのプロパティ]をダブルクリックします。 

• Windows 98/2000の場合： 

[スタート]メニューの隱定]から[コントロールパネル]を選択し、[スキヤ 
ナとカメラ]をダブルクリックします。 


スキヤンずる前に 
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2 巧応ずるスキヤナドライバ名、またはスキヤナアイコンがあることを確 
認しまず。 


@ メモ！ •本製品のプリンタドライバは [Canon MF 8100 Series ] と表示されます。 


スキヤンずるには 
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スキヤンずる前に 





スキヤン方法 


本製品で原稿をスキャンする方法には次の3種類があります。 

•本製品の操作パネルの[スキャン]を使う 
• MF Toolbox を使う 

- TWAIN または WIA (Windows XP のみ）対応 Windows のアプリケーシヨンソフトを使う 


重要 


. ADF で原稿をスキャンした場合、鮮明さに欠ける場合があります。より鮮明な画質をお求 
めの際は、原稿台ガラスに原稿を置いてスキヤンしてください。 


ここでは、本製品の操作パネルの[スキヤン]を使う方法を説明します。 


本製品の操作パネルの[スキヤン]一[白黒スタート]または[カラースタート]を押す 
と、原稿をスキヤンしてコンピュータに取り込むことができます。 


1 原稿を原稿台ガラスまたは ADF にセットしまず。 

原稿のセット方法の詳細は、「原稿をセットする」（一 P .3-3) を参照してくださし、。 


スキヤン 



と [スキヤン]を押し、[白黒スタート]または[カラースタート]を押し 
まず。 

コンピュータの画面に起動するプログラムを選択する指示が表示されたときは、く MF 
Toolbox Ver 4.7 > を選択します。 


読み取りが始まります。 

MF Toolbox と MF Toolbox 設定画面が開きます力《、コンピュータで[スタート]の操作 
をしなくても原稿のスキヤンが始まります。 

読み取った原稿は設定に従って処理されます。 


メモ I •[白黒スタート]または[カラースタート]を押すと、自動的に[マイドキュメント]フォ 
ルダの[マイピクチヤ]フォルダに読み取り日のフォルダが作成され、原稿はこのフォル 
ダに保をされます。[マイピクチヤ]フォルダがないときは、読み取り日のフォルダは[マ 
イドキュメント]フォルダの中に作成され、原稿はこのフォルダに保をされます。 


スキャン方法 
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まらに詳しい巧いかたについて 


スキャン機能についての詳細は、「ソフトウェアガイド」の「第3章原稿をスキャンする」 
を参照してください。 


スキヤンずるには 
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さらに詳しい使いかたについて 




システムモニタでジョブを 
巧認ずる 


CHAPTER 


本製品に蓄積されたジョブ状況をチェックし、必要に応じて確認や削除ずる方法を説明しま 
ず。 



るジョブ状況を®認ずる 


メモリに保存されているジョブの確認や削除を行うには、 [ システム モニタ] を使用します。 
[ システム モニタ] を繰り返し押すと、ディスプレイにはそれぞれの モー ドに応じて次の順 
序で、保存されているジョブが表示されます。 

コピーモード ファクスモード 


•コピージョウキヨウ ^ 


•ツウシンジョウキヨウ ^ 

ん 


•ツウシンジョウキヨウ 


•ツウシンリレキ 


ム 


ん 


•ツウシンリレキ 


•プリントジョウキヨウ 


•プリントジョウキョウ 

ム 

•レポートジョウキヨウ—— 


• レポートジヨウキヨウ 

ん 

•コピージョウキヨウ ー 


メモ I .スキヤンモードでは、システムモニタは利用できません。 



ブを確認/削除ずる 


次の手順で送受信の状況を確認できます。 




[ システムモニタ]を押しまず。 


各ジョブ状況を確認ずる 
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2 [◄(-)] または [►(+)] を押して、くツウシンジョウキョウ>を選択 
\y し、 [0 K ] を押しまず。 


^メモ I •ジョブが存在しない場合は、 <、ソウシンチュウノ ブンショ八アリマセン>と表示されま 
す。 

.ファクスジョブが1つだけの場合は、手順4に進みます。 

.ディスプレイに表示される番号はく 0001 > からく 4999 > が送信ジョブで、く 5001 > か 
らく 9999 >が受信ジョブです。 

ク [◄(-)] または [► (+)] を押して、該当ずる作業番号と作業時間を確認し 
まず。 


メモ1 •ファクスの宛先が複数の場合（同報送信）、最初に入力したファクス番号だけが通話中に 
表:^されます。 

A ファクスジョブを削除ずる場合は、 [ OK ] を押しまず。 


メモ I •同報通信のファクスジョブを削除すると、指定されたどの宛先にもファクスは送信されま 
せん。 


h ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押して、く八イ>を選択しま 
ず。 

メモ I •ジョブの削除を取り消す場合は、 [►(+)] を押して、くイイエ>を選択します。いったん 
削除されたジョブは復元できません。 
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[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


メモI •ファクスについての詳細は、「ファクスガイド」を参照してくださし、。 


通信結果を確認ずる 


次の手順で通信結果が確認できます。 




[ システムモニタ]を押しまず。 
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各ジョブ状況を確認ずる 













2 [◄ 卜)]または [►(+)] を押して、くツウシンリレキ>を選択し、 [0 K ] 
Xr を押しまず。 


メモ I •ジョブがを在しない場合は、くウケツケバンゴウカクニン>と表示されます。 



〇 [< (-)] または [► (+)] を押して、通信結果を確認しまず。 
A [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


^コピージョブを確認/削除ずる 




[システムモニタ]を押しまず。 


乂 [イト)] または [►(+)] を押して、くコピージョウキョウ>を選択し、 
xy [ OK ] を押しまず。 


メモ I •ジョブがを在しない場合は、くコピージョブ八アリマセン>と表示されます。 
•コピージョブが1つだけの場合は、手順4に進みます。 



卜)]または [►(+)] を押して、ジョブ番号とコピー部数を確認しまず。 


A コピージョブを削除ずる場合は、 [ OK ] を押しまず。 

A ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押して、く八イ>を選択しま 
ず。 

メモ I •ジョブの削除を取り消す場合は、 [►(+)] を押して、くイイエ>を選択します。いったん 
削除されたジヨブは復元できません。 
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[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


各ジョブ状況を確認ずる 
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ブを確認/削除ずる 



f [ システムモニタ]を押しまず。 

2 [◄トリまたは [►(+)] を押して、くプリントジョウキョウ>を選択し、 
[0 K ] を押しまず。 


メモ 1 •ジョブが存在しない場合は、くプリントジョブ八アリマセン>と表示されます。 
•プリントジョブが1つだけのときは手順、4へ進んでください。 


3 

4 


[◄(-)] または [►(+)] を押してファイル名を確認しまず。 


プリントジョブを削除ずる場合は、 [0 K ] を押しまず。 


〇 ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押して、く八ィ>を選択しま 
ず。 


メモ 1 •ジョブの削除を取り消す場合は、 [►(+)] を押して、くイイエ>を選択します。いったん 
削除されたジョブは復元できません。 

•ディスプレイは文きを ASCII コードで表示できます。 ASCII コードが外の文きを使用する 
と、ディスプレイに表示される文字が化けることがあります。 


6 


[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


ブを確認/削除ずる 



2 


メモ 


3 


[ システムモニタ]を押しまず。 

[◄(-)] または [► (+)] を押して、くレポートジョウキョウ>を表示さ 
せ、 [0 K ] を押しまず。 

•ジョブが存在しない場合は、くレポートジョブ八アリマセン>と表示されます。 

. レポートジョブがIつだけの場合は、手順4に進みます。 

[◄(-)] または [►(+)] を押して、レポートを確認しまず。 


シ K テムモニタ53ブを確認する 
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各ジョブ状況を確認ずる 









4 レポートジョブを削除ずる場合は、 [0 K ] を押しまず。 


〇 ジョブの削除を確定ずる場合は、 [◄(-)] を押して、く八イ>を選択しま 
ず。 

メモ I •ジョブの削除を取り消す場合は、 [►(+)] を押して、くイイエ>を選択します。いったん 
削除されたジョブは復元できません。 
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[ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


各ジョブ状況を確認ずる 
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曰常のタンテナンス 
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CHAPTER 


日常のお手入れ、トナーカートリッジの交換、本製品の再徊包と移送の方法について説明し 
ます。 


曰常のお手入れ 


本製品は定期的なメンテナンスはほとんど必要ありません。必要な清掃の手順を説明しま 


す。 


重要 


. 本体表面や原稿台ガラスを清掃するときは、必ず電源コードを電源コンセントから抜いて 
ください。 

•清掃には、ティッシュぺーパー、紙タオルなどを使用しないでください。これらは本体内 
部に繊維が付着したり、静電気発生の原因になることがあります。 

本製品に傷が付かないよう、清掃には柔らかい布をお使いください。 

•シンナーやベンジン、アセトンなどの溶剤、および他の化学クリーナーは、本体内部の部 
品を損傷することがあります。絶対に使わないでください。 


本体のお手入れ 


水または薄めた中性洗剤を含ませた柔らかく清潔なホを固く絞り、巧れを拭き取ります。 


日常のお手入れ 
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リアの清掃 


水または薄めた中性洗剤を含ませた柔らかく清潔な布を固く絞り、読取部（網掛け部分）の 
巧れを拭いてから、別の乾いた布で拭きます。 






こリアのお手入れ 


ADF を使って原稿を給紙すると、出力紙に黒いスジが出る場合があります。 

これは、 ADF の読取部（網掛け部分）に付着したのり、インク、修正液などの異物が原因 
です。柔らかく清潔な布で、読取部を拭いてください。出力紙に黒いスジが出る箇所は、特 
に T 寧に清掃します。 

読取部の巧れが落ちにくい場合は、水または薄めた中性洗剤を含ませた布で拭いてから、月I」 
の乾いた布で拭いてください。 

のり、インク、修正液など 


白い ローラ 




•原稿に付着したのり、インク、修正液が乾いていないうちに、 ADF で原稿を送ると、の 
り、インク、修正液などの異物が ADF を巧長することがあります。これがコピーに黒い 
スジが出る原因です。原稿を ADF にセットするときは、原稿に付着したのり、インク、 
修正液が完全に乾いていることを確認してください。 

• ADF の読取部を清掃する場合は、 ADF の中央にある白い口ーラを損傷しないようごを意く 
ださい。 


曰常のメンテナンス 
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曰常のお手入れ 
























定着ローラを清掃ずる 


プリントした用紙の表面や裏面に黒点状の汚れが付着するような場合は、次の手順で定着 
ローラを清掃してください。清掃することで、画像不良の発生を防止します。定着ローラの 
清掃は、まず A4 サイズまたはレターサイズの用紙にクリーニング用紙をプリントします。 
そのクリーニング用紙を手差しトレイから給紙して、定着ローラの清掃を行います。 


重要 


•A4 サイズまたはレターサイズの用紙が外に、クリーニング用紙をプリントすることはで 
きません。 A4 サイズまたはレターサイズの用紙をご用意ください。 



f [メニュ ー] を押しまず。 

^ [◄卜 )] または [►(+)] を押して、く 10. メンテナンス〉を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 

*>[◄(-)] または [►(+)] を押して、く 3. ローラクリーニング> を選択 
し、 [ OK ] を押しまず。 


4 M (-)] または [►(+)] を押して、く2•クリーニングヨウシプリント> 
を選択し、 [ OK ] を押しまず。 

クリーニング用紙がプリントされます。 


b クリーニング用紙のプリント面を下にして、余白の多いほラが奥になる 
ように手差しトレイにセットしまず。 



手差しトレイにほかの用紙がセツトされている場合は、取り除いてからクリーニング用紙 
をセットしてください。 


日常のお手入れ 
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6 [メニュ ー] を押しまず。 

7 [イト)]または [►(+)] を押して、く 10. メンテナンス〉を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 

&[◄(-)] または [►(+)] を押して、く 3. ローラクリーニング> を選択 
し、 [ OK ] を押しまず。 


9 [イト)]または [►(+)] を押して、く1•クリーニングジッコウ>を選 
択し、 [ OK ] を押しまず。 

用紙がゆっくりと送り込まれ、定着ローラの清掃が開始されます。 

メモ I .定着口ーラの清掃には、約3分間かかります。 

•定着ローラの清掃は途中で中止することができません。完了するまでお待ちください。 
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曰常のお手入れ 





トナーカートソツジを交換ずる 


トナーカートリツジの交換の手順について説明します。 


重要 


• 出力紙の印字が薄くなったり、ムラが出るようになったらトナーカートリツジの取り換え 
時期です。画質が低下しますので早めにお取り換えになることをお勧めします。 


メモ I • キヤノン純正力ートリツジ T 本あたりの巧き可能枚数は次のとおりです。 （ A 4 サイズで巧 
き率5%、標準濃度の原稿を基準にしています） 


機種名 

同捆品/交換品 

( 対応するキヤノン純正カートリッジ） 

印字枚数 

MF 8180 

同捆品 

Toner Cartndae Black 

A 4 サイズで約5,000枚 

Toner Cartridge fellow 

Toner Cartridge Magenta 

Toner Cartridge Cyan 

A 4 サイズで約2,000枚 

交換品 

Toner Cartridge 301 Black 

A 4 サイズで約5,000枚 

Toner Cartridge 301 Yellow 
Toner Cartridge 301 Magenta 
Toner Cartridge 301 Cyan 

A 4 サイズで約4,000枚 


•力ートリツジの取り扱いは、「トナーカートリツジの保管について」（一 P .8-16) を参照し 
てください。 


トナーカートリツジの交換について 


トナーが少なくなると、エラーランプが点滅します。ディスプレイにく*カートリッジ 
モウスグコウカン >と表示され、トナーがなくなると、く木カートリッジヲコウカン> 
と表示されます。表示された色のトナーを用意して、次の手順に従ってトナーを交換してく 
ださし、。 

* には色が入ります。 （K :ブラック、 C :シアン 、 M :マゼンタ、丫：イエロー) 


^警告- 


使用済みの力ートリツジを火の中に投げ込まないでください。残っているトナーに引火し 
て、火災ややけどの原因になりまず。 


ム注章 • トナーが衣服についたときは直ちに水で洗い流してください。温水を使うとトナーが生地 
A "" に定着し、汚れが取れなくなりまず。 


重要 


• 必ず本製品き用のカートリツジを使用してくださし、。 


トナーカートリツジを交換ずる 8-5 
















[メニュー]を押しまず。 



[イト)]または [►(+)] を押して、く10•メンテナンス > を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 


[イト)]または [►(+)] を押して、く1•力ートリツジコウカン > を選択 
し、 [ OK ] を押しまず。 


4 [◄ 卜)]または [►(+)] を押して、交換ずるトナーの色を選択し、 [ OK ] を 
押しまず。 


次の中から選択できます。 

1. ブラック 

2. シアン 

3. マゼンタ 

4. イエロー 

5. ゼンシヨク 


メモ I •く 5.ゼンシヨク> を選択した場合は、カートリッジカバーを開閉するたびに、交換できる 
トナーの位置が変わります。カートリッジカバーを開閉しながら、順にトナーを交換して 
ください。 

• トナー交換を途中で止めるときは、[ストップ/リセット]を押します。 


8-6 


トナーカートリッジを交換ずる 





5 操作音が止まったら、操作パネル部①を上げ、カートリッジカバー②を 
開けまず。 



6交換ずるトナーカートリッジが取り出せる位置に来ていることを、卜 
ナーカートリツジのラベルとトナーカートリツジホルダーのラベルで確 
認しまず。 


トナーカートリッジ 
ホルダーのラベル 
h ナーカー h リッジ 
のラベル 


トナーカートリッジが取り出せる位置に来ていないときは、カートリッジカバーをいった 
ん閉じて、操作音が止まってから再度開けてください。交換するカートリッジが取り出せ 
る位置に来るまでこの開閉操作を繰り返してください。 



曰常のメンテナンス 


トナーカートリッジを交換ずる 


8-7 




































トナーカートリッジを取り出しまず。 

交換するトナーカートリツジの上のツマミを持ってまっすぐに上に引き上げます。 



b トナーカートリッジホルダーの色ラベルを確認して、新しいトナーカー 
トリッジを保護袋から取り出しまず。 

力ートリッジを傷つけないよう、保護袋ははさみなどで切って開けてください。 



重要 


• トナーカートリッジが入っていた保護袋は、捨てずに保管しておいてください。プリンタ 
のメンテナンスなど、トナーカートリッジを取り出すときに必要になります。 

•内部のドラムを手で触れたり、傷を付けたりすると、巧き品質がお下します。絶対に、手 
で触れないでください。また、トナーカートリッジのセンサーや電流の接触部には、触れ 
ないでください。故障の原因になります。 



8-8 トナーカートリツジを交換ずる 


























9 トナーカートリッジをゆっくりと左右①、前後②に5〜6回振って、中 
のトナーを均一にならしまず。 



曰常のメンテナンス 


トナーカートリッジを交換ずる 


8-9 






10 


トナーカートリツジの保護カバーを取り外しまず。 

保護カバーは、図のように取っ手を持って外してください。 



メモ I •ぴったりとはめ込まれていますが、取り外せます。 

tmmm .現像口ーラは、持ったり触れたりしないでください。巧き品質がお下します。また、卜 
ナーカートリツジメモリに衝撃を与えたり、磁気を近づけたりしないでください。故障の 
原因になります。 



メモ I • トナーカートリッジに付いていた保護袋と保護カバーは、お手入れの際、カートリッジを 
取り外したときに使いますので捨てずに保管しておいてください。 


曰常のメンテナンス 


8-10 トナーカートリツジを交換ずる 














11 トナーカートリッジを平らな安定した場所に置き、シーリングテープ（長 
さ約 45 cm ) のタブをつまみ、矢印の方向に引き抜きまず。 

タブを持ってまっすぐに引き抜いてください。 



ム注章 • シーリングテープを勢いよく引き抜いたり、途中で止めたりするとトナーが飛び散ること 
A があります。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師の診察を受けて 

ください。 


重要 


.シーリングテープを曲げて引いたり、上向きや下向きに引っ張らないでください。シーリ 
ングテープが途中で切れ、完全に引きあけなくなることがあります。 



. シーリングテープは最後まで完全に引き抜いてください。シーリングテープがトナーカー 
トリツジ内に残っていると、巧き不良の原因になります。 

•引き抜いたシーリングテープは、地域の条例に従って処分してください。 


トナーカートリツジを交換ずる 8-1 1 










12 トナーカートリッジの上のツマミを持って、トナーカートリッジ両側の 
突起①，②を本体のガイド③，④に合わせ、スライドさせながら本体に 
押し込みまず。 

トナーカートリツジの兰角マークと本製品についている兰角マークが合うようにして押し 
込んでください。 



トナーカートリツジが正しくセツトされると、トナーカートリツジのラベルとトナーカー 
トリッジホルダーのラベルが図のよラに並びます。 


h ナーカー h リッジ 
ホルダーのラベル 
トナーカートリッジ 
のラベル 



曰常のメンテナンス 


8-12 トナーカートリツジを交換ずる 



















































13 カートリッジカバーを閉じ、操作パネル部を下げまず。 


重要 


@ メモ] 



トナーカートリツジホルダーが自動的に回転します。 


.トナーカートリッジ交換後、すぐにコピーをとると、画質が粗くなる場合があります。 

トナーカートリッジ交換後は、本体の稼動音がなくなってからコピーをお取りください。 
• トナーカートリッジ設置後、ディスプレイにく*カートリッジヲセットシテクダサイ> 
が表示され続ける場合は、電源プラグを抜き差ししてください。 

* には色が入ります 。 （K :ブラック 、 C :シアン 、 M :マゼンタ 、 Y :イェロー） 

•カラーラベルの色は、丫：イェロー 、 M :マゼンタ 、 C :シアン 、 K :ブラックの順になっ 
ています。もし違った色が現れた場合は、手順]から操作してくださぃ。 


トナーカートリツジを交換ずる 8-13 











トナーカートリツジ取り扱いのごま意 


トナーカートリッジは、精密な機構の部品で構成されています。粗雑な取り扱いは、破損や 
EP き品質低下の原因になることがあります。トナーカートリッジの取り付けや取り外しを行 
うときは、次の点に気を付けて取り扱ってください。 

ム璧告.使用済みのトナーカートリッジを火中に投じないでください。トナーカートリッジ内に 
A " 残ったトナーに引火して、やけどや火災の原因になります。 

ム注章.トナーで衣服や手を巧さないようにを意してください。衣服や手がちれた場合は、直ちに 
水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し、巧れがとれなくなることがあり 
まず。 

t mKm .プリンタの修理のためにトナーカートリッジをプリンタから取り出したときは、すみや力、 
に保護カバーを取り付け、トナーカートリッジを捆包してあった保護袋に入れるか、厚い 
布で包んでください。 



•電気接点部やセンサーなど指定されたが外の部分は、持ったり、触れたりしないでくださ 
し、。故障の原因になります。 



曰常のメンテナンス 


8-14 トナーカートリツジを交換ずる 









•現像ローラは、持ったり触れたりしないでください。巧き品質が低下します。また、卜 
ナーカートリッジメモリに衝撃を与えたり、磁気を近づけたりしないでください。故障の 
原因になることがあります。 



• トナーカートリツジを取り扱う際は、図のように正しく持って取り扱ってください。立て 
たり、裏返したりしないでください。 



• 絶対に分解や改造などをしないでください。 

•トナーカートリッジを急激な温度変化にさらすと、内部や外部に水滴が付着する（結露) 
ことがあります。寒い場所に保管してあった新品のトナーカートリッジを暖かい場所で取 
り付けるときなどは、保護袋を開封せずに2時間が上置き、周囲の温度に慣らしてから開 
封してください。 

•交換用に購入したトナーカートリッジは、パッケージに記載された有効期間内に使用して 
ください。 

• 交換用のトナーカートリッジは、キヤノン純正品をお使いになることをお勧めします。 


曰常のメンテナンス 


トナーカートリツジを交換ずる 8-15 



















トナーカートリツジの保管について 


新しいトナーカートリッジや、修理時に取り出したトナーカートリッジは、次のような点に 
気をつけて保管してください。 


重要 


•新しいトナーカートリツジは、実際に使用するときまで保護袋から取り出さないくださ 
い。 


• 本製品の修理のためにトナーカートリツジをプリンタから取り出したときは、すみやかに 
保護カバーを取り付け、トナーカートリッジを捆包してあった保護袋に入れる力、、厚い布 
で包んでください。 



•立てたり、裏返しにしないでください。本製品にセツトするときと同じ向きで保管してく 
ださい。 

•直射日光の当たる場所は避けてください。 

• 高温多湿の場所や、温度変化や湿度変化の激しい場所は避けてください。 

-保管温度範囲： 0〜35で 

. 保管湿度範囲： 35〜85 % RH け目対湿度•結露しないこと） 

.アンモニア などの腐食性のガスが発生する場所や、空気に塩分が多く含まれている場所、 
ほこりの多い場所での保管は避けてください。 

• 幼児の手の届かないところに保管してください。 


結露とは 

保管湿度範囲内でも、外気との温度差によってトナーカートリツジ外部や内部に水滴が付着 
することがあります。このように水滴が付着する状態を結露といいます。結露はトナーカー 
トリツジの品質に悪影響をおよぼします。 


8-16 トナーカートリツジを交換ずる 





ドラムカートリツジを交換ずる 


ドラムカートリツジの交換方法や保管時のごを意について説明します。 


ッセージが 表示されたら 


ドラムカートリツジは消耗品です。 EP きのカスレやムラが出たら交換してくださし、。 


メモ 1 •キヤノン純正ドラムカートリッジの印字可能枚数は次のとおりです。（設定条件と使用条 
件により多少異なります） 


機種名 

同捆品/交換品 （ 対応する 
キヤノン純正カートリッジ） 

印字枚数 

MF 8180 

同捆品 

Drum Cartridge 

カラー出力： A 4 サイズで約5,000枚 
白黒出力： A 4 サイズで約20,000枚* 

交換品 

Drum Cartridge 301 


木：キヤノン標準評価で A 4 サイズの用紙を連続で巧きした場合の枚数です。 
用紙の大きさ、種類によっては約半分の枚数となることがあります。 


曰常のメンテナンス 


ドラムカートリツジを交換ずる 8-17 












ドラムカートリツジを交換ずる 


ディスプレイにくドラムモウスグコウカン>またはくドラムヲコウカンシテクダ 
サイ>と表示されたら、次の手順に従ってドラムカートリツジを交換してください。 


A 警告 


•使用済みのドラムカートリツジを火中に投じないでください。ドラムカートリツジ内に 
残ったトナーに引火して、やけどや火災の原因になります。 


ム注章 • トナーで衣服や手を巧さないようにを意してください。衣服や手がちれた場合は、直ちに 
水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し、巧れがとれなくなることがあり 
まず。 

•カートリッジカバー内部の電気接点部やギヤには、絶対に触れないでください。感電やけ 
がの原因になります。 



重要 


• 必ず本製品き用のドラムカートリッジを使用してください。 

• ドラムカートリッジの交換時には、プリンタ内部の清掃を行いますので、乾いた柔らかい 
布を用意しておいてください。 

. ドラムカートリッジ交換後すぐにコピーをとると、画質が粗くなる場合があります。 

ドラムカートリッジ交換後は、本体の稼動音がなくなってからコピーをお取りください。 
• ドラムカートリッジ設置後、ディスプレイにくカートリッジヲセットシテクダサイ>が 
表示され続ける場合は、電源プラグを抜き差ししてください。 



操作パネル部を上げ、カートリツジカバーを開けまず。 



8-18 ドラムカートリッジを交換ずる 











ドラムカートリッジを本体から取り出しまず。 


ドラムカートリツジの上の緑色の取っ手を矢印のの方向に引き上げ、矢印②の方向のよ 
うにまっすぐ上に取り出します。 




ドラムカートリツジを交換ずる 8-19 














3 乾いた柔らかい布で、ローラ部の透明シートの紙粉やトナーの巧れを拭 
き取りまず。 



ム警告•清掃のときは必ず乾いた布を使ってください。布にアルコールやベンジン、塗斜うすめ液 
A " など可燃性物質を付けて拭かないでください。可燃性物質が製品内部の電気部品などに接 

触すると、火災や感電の原因になりまず。 

r ■軍誦 •透明なシートは、無理にめくったり傷つけたりしないようにしてください。 

•水や中性洗剤を含ませた布は使用しないでください。 

•プリンタ内部の部品に触れないように、気をつけて清掃してください。 


曰常のメンテナンス 


8-20 ドラムカートリツジを交換ずる 





4 ドラムカートリッジを保護袋から取り出しまず。 

力ートリッジを傷つけないよう、保護袋ははさみなどで切って開けてくださし、。 



重要 


. ドラムカートリッジが入っていた保護袋は、捨てずに保管しておいてください。プリンタ 
のメンテナンスなど、ドラムカートリッジを取り出すときに必要になります。 

. ドラムカートリッジの内部に触れないでください。巧き品質が低下します。ドラムに触れ 
れたり、ドラム保護シャッターを開けないでください。また、センサーなど指示されてい 
ない部分には触れないでください。故障の原因となります。 



. ドラムカートリツジに直射日光や強い光を当てないでくださし、。 



ドラムカートリツジを交換ずる 8-21 













5 パッキング材 （7 つ）を取り除きまず。 

タブに指をひっかけて矢巧の方向に引いて、パッキング材①と②を取り除いてください。 



パッキング材③と④を矢印の方向に止まるまで回してから引っ張って取り除いてくださ 
し、。 




曰常のメンテナンス 


8-22 ドラムカートリツジを交換ずる 






図のようにパッキング材⑦を取り除いてくださし、。 



•転写ベルトを持ったり、触れないでください。巧き品質が低下します。また、ドラムカー 
トリツジメモリにショックを与えたり、磁気を近づけないでください。故障の原因となり 
ます。 



.パッキング材を取り除いたら、すみやかにドラムカートリッジを取り付けてくださし、。 
•取り除いたパッキング材は地域の条例に従って廃棄してください。 


ドラムカートリツジを交換ずる 8-23 














6 


両手でしっかりとドラムカートリツジを持ち、本体にセツトしまず。 

ドラムカートリツジ両側の突起（兰角形のマーク）を矢印ののように本体のサイド 
(兰角形のマーク）に合わせ、押し込みます。 



ドラムカートリッジを矢印②のように、手前に引くようにロックします。 




曰常のメンテナンス 


8-24 ドラムカートリツジを交換ずる 




















重要 


. ドラムカートリツジは図のようにしっかりとロックしてくださし、。 




カートリッジカバーを閉じ、操作パネル部を下げまず。 



重要 


.ドラムカートリッジ交換後、すぐにコピーをとると、画質が粗くなる場合があります。 

. ドラムカートリッジ交換後は、本体の稼動音がなくなってからコピーをおとりくださし、。 
• ドラムカートリッジ設置後、ディスプレイにく*カートリッジヲセットシテクダサイ> 
が表示されつづける場合は、電源プラグを抜き差ししてください。 


ドラムカートリツジを交換ずる 8-25 

















ラムカートリッジ取り扱いのご注意 


ドラムカートリッジは、光に敏感な部品や精密な機構の部品で構成されています。粗雑な取 
り扱いは、破損や EP き品質低下の原因になることがあります。ドラムカートリッジの取り付 
けや取り外しを行うときは、次の点に気を付けて取り扱ってください。 

^璧告.使用済みのドラムカートリッジを火中に投じないでください。ドラムカートリッジ内に 
A " 残ったトナーに引火して、やけどや火災の原因になります。 

ム注章.トナーで衣服や手を巧さないようにを意してください。衣服や手がちれた場合は、直ちに 
水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し、巧れがとれなくなることがあり 
まず。 

•内部のドラムを手で触れたり、傷を付けたりすると、印字品質がお下します。絶対に手で 
触れたり、ドラム保護シャッターを開けないでください。また、センサーなど指示された 
が外の部分は、持ったり、触れたりしないでください。故障の原因になることがあります。 



ドラムカートリツジは、絶対に直射日光や強い光に当てないでください。 



•プリンタの修理のためにドラムカートリツジをプリンタから取り出したときは、すみや力、 
にドラムカートリツジを捆包してあった保護袋に入れてください。 

•電気接点部は、持ったり触れたりしないでください。故障の原因になることがあります。 



■ 


曰常のメンテナンス 


8-26 ドラムカートリツジを交換ずる 
















•転写ベルトは、持ったり触れたりしないでください。巧き品質が低下します。また、ドラ 
ムカートリツジメモリに衝撃を与えたり、磁気を近づけたりしないでください。故障の原 
因になることがあります。 



• ドラムカートリッジを取り扱う際は、図のように正しく持って取り扱ってください。立て 
たり、裏返したりしないでください。 



• 絶対に分解や改造などをしないでください。 

•ドラムカートリッジを急激な温度変化にさらすと、内部や外部に水滴が付着する偏露) 
ことがあります。寒い場所に保管してあった新品のドラムカートリッジを暖かい場所で取 
り付けるときなどは、保護袋を開封せずに2時間が上置き、周囲の温度に慣らしてから開 
封してください。 

• 交換用に購入したドラムカートリッジは、パッケージに記載された有効期間内に使用して 

くださし、。 

• 交換用のドラムカートリッジは、キヤノン純正品をお使いになることをお勧めします。 


曰常のメンテナンス 


ドラムカートリツジを交換ずる 8-27 









ドラムカートリッジの保管 


新しいドラムカートリツジや、お手入れの際に取り外した力ートリツジを保管するときは次 
のような点に気をつけて保管してください。 


重要 


•新しいドラムカートリッジは、実際に使用するときまで保護袋から出さないでください。 

. ドラムカートリッジをお手入れの際に取り外したときは、保護袋に入れ、すぐに厚い布で 
くるんでください。 

•直射日光の当たる場所は避けてください。 

• 高温多湿の場所や、温度変化や湿度変化の激しい場所は避けてください。 

-保管温度範囲： 0〜35で 

. 保管湿度範囲： 35〜85 % RH け目対湿度•結露しないこと） 

.アンモニア など腐食性のガスが発生する場所や、空気に塩分が多く含まれている場所、ほ 
こりの多い場所などでの保管は避けてください。 

• 幼児の手の届かないところに保管してください。 


結露とは 

保管湿度範囲内でも、外気との温度差によってドラムカートリツジ外部や内部に水滴が付着 
することがあります。このように水滴が付着する状態を結露といいます。結露はドラムカー 
トリツジの品質に悪影響をおよぼします。 


8-28 ドラムカートリツジを交換ずる 




本製品の栖包と輸送 


本製品を移動する前に、必ず電源コードを外してください。 

長距離輸送の際に起こる振動などの影響を受ける場合があります。故障や、プリント品質が 
低下する場合がありますので、本製品を移動させるときはが下のことにを意してくださし、。 





f ケーブル類をずべて外しまず。 

2 [メニユ ー] を押しまず。 

3 卜)]または [►(+)] を押して、く10•メンテナンス>を選択し、 [0 K ] 
を押しまず。 


4 


く1•カートリッジコウカン>の表示を確認して、 [ OK ] を押しまず。 


〇 [< (-)] または [►(+)] を押して、交換ずるく 5•ゼンシヨク>を選択し、 
[ OK ] を押しまず。 


メモ 1 •く 5.ゼンシヨク> を選択した場合は、カートリッジカバーを開閉するたびに、交換できる 
トナーの位置が変わります。力ートリッジカバーを開閉しながら、順にトナーを抜き出し 
てくださし、。 

.取り出せないトナーカートリッジがあった場合は、手順日の操作にて個別に色を指定して、 
交換できるトナーの位置を変えることもできます。 

•途中で止めるときは、[ストップ/リセット]を押します。 


6 


操作パネル部を持ち上げまず。 


#力ートリッジカバーを開けまず。 

〇トナーカートリッジを取り外し、購入したときの保護袋に入れ、直射曰 
光の当たらない場所に保管しまず。 


曰常のメンテナンス 


本製品の徊包と輸送 8-29 






9 力 —トリッジカバーを閉じまず。 

10 次の力ートリッジの位置に回転しまず。手順7〜9の操作を繰り返し、全 

部のトナーカートリッジを取り外しまず。 

11 再度力 一 h リッジカバーを開けまず。 

12 ドラムカートリッジを取り外し、保管しまず。 

(一 P .8- 28「ドラムカートリッジの保管」） 

13 カートリッジカバーと操作パネル部を閉めまず。 

14 原稿給紙トレイを持ち上げて取り外しまず。 

15 電源コードのプラグを抜きまず。 


本製品を移動ずる 



本製品を持ち上げたり、移動させるときは、原稿給紙トレイを取り外し、図のように2人が 
上で両側の八ンドルをしっかりと持って、慎重に移動させてください。 

ム璧告•本製品を移動させるときは、2人が上でしっかりと持ってください。怪我の原因となりま 
す。 


曰常のメンテナンス 


8-30 本製品の徊包と輸送 




















困ったとまには 


9 


CHAPTER 


トラブルが発生した場合の対処のしかたについて説明しまず。ご自分で解ミ夫できないときの 
連絡先も記載されていまず。 


用紙カスつまつたとまには 


ここでは、つまった用紙の取り除きかたを説明します。 

EP き用紙が本体内部でつまると、ディスプレイにくヨウシガツマリマシタ > とくカバーヲ 
アケテクダサイ>が交互に表示されます。 

注章•本体内部とカートリッジは、高圧や高温を受ける部分があります。内部を調べる際は、や 
けどや感電をしないように、十分にミ主意してください。 


メモ I •本体内部からつまった用紙を取り除く際は、用紙についたトナーが手や服につかないよう 
に気をつけてください。トナーがついた場合は、すぐに冷水で洗ってください。温水で洗 
ラとトナーが定着し、巧れが落ちなくなることがあります。 


用紙がつまったときには 


9-1 








本体内部の紙づまり 


ディスプレイにくヨウシガツマリマシタ>とくカバーヲアケテクダサイ>が交互に表 
示されたら、次の手順に従って用紙を取り除いてください。 


1 排紙トレイに紙がつまっている場合、つまっている用紙を取り除きまず。 



2 


手差しトレイに紙がつまっている場合、つまっている用紙を取り除きま 


ず。 



9-2 


用紙がつまったときには 


















給紙カセットを引き出しまず。 





用紙がつまったときには 


9-3 
















6 操作音が止まったら操作パネル①を上げ、カートリッジカバー②がロッ 
クされる位置まで開けまず。 

操作パネル部は前面の取っ手を持って、止まるまでいっぱいに開けます。 



♦ ドラムカートリッジを本体から取り出しまず。 

ドラムカートリツジを矢印①の方向に止まるまで押してから、矢印②のようにまっすぐ上 
に取り出します。 




ドラムカートリツジを取り出し、本体内側につまっている用紙を取り除きます。 


9-4 


用紙がつまったときには 























取り出したドラムカートリッジに用紙がつまっているときは、無理に引っぱらずに「ドラ 
ムカートリッジ内に用紙がつまっているときには」（一 P .9-21) を参照してください。 



重要 


•内部のドラムを手で触れたり、傷を付けたりすると、巧き品質がお下します。絶対に手で 
触れたり、ドラム保護シャツターを開けないでください。また、センサーなど指示された 
が外の部分は、持ったり、触れたりしないでください。故障の原因になることがあります。 



. ドラムカートリッジは、絶対に直射日光や強い光に当てないでくださし、。 




用紙がつまったときには 


9-5 

















•転写ベルトは、持ったり触れたりしないでください。巧き品質がお下します。また、ドラ 
ムカートリツジメモリに衝撃を与えたり、磁気を近づけたりしないでください。故障の原 
因になることがあります。 



8 


ドラムカートリツジを保護袋に入れまず。 



9 緑色のロック解除レバーを①の方向へ押しながら、つまっている用紙を 
②の方向へ取り除きまず。 




困つたときには 


9-6 


用紙がつまったときには 









10 ドラムカートリツジを保護袋から取り出しまず。 



11 ドラムカートリッジを両手で持ち、本体に取り付けまず。 

ドラムカートリツジの兰角マークを①のように本体の兰角マークに合わせて差し込みま 
す。 



ドラムカートリッジを矢印②のように手前に倒してロックします。 



困つたときには 


用紙がつまったときには 


9-7 




















重要 


.ドラムカートリッジは図のような状態になるまで確実にロックしてくださし、。 


四 



12 カートリッジカバーと操作パネル部を閉めまず。 



カートリッジカバーを閉めても紙づまりのメッセージが消えないときは、まだ用紙の断片 
などが内部に残っている可能性があります。再度プリンタの各部を点検し、つまっている 
用紙を完全に取り除いてください。 


困つたときには 


9-8 


用紙がつまったときには 


















本体背面の紙づまり 


ディスプレイにくヨウシガツマリマシタ>または、くカバーヲアケテクダサイ>と表 
示されたら、次の手順に従って用紙を取り除いてください。 

ik 注意 •本製品使用中は定着器が高温になっています。定着器周辺には触れないようにを意してく 
ださい。やけどまたは感電の原因になります。 




1 フェイスアップカバーを開けまず。 



困つたときには 


用紙がつまったときには 


9-9 





































3 つまっている用紙を取り除きまず。 



4 操作ノ K ネル部①とカートリッジカバー②を開けまず。 

操作パネル部は前面の取っ手を持って、止まるまでいっぱいに開けます。 



困つたときには 


9-10 用紙がつまったときには 














5 ドラムカートリッジを本体から取り出しまず。 

ドラムカートリツジを矢印①の方向に止まるまで押してから、矢印②のようにまっすぐ上 
に取り出します。 




用紙がつまったときには 9-11 



















取り出したドラムカートリッジに用紙がつまっているときは、無理に引っぱらずに「ドラ 
ムカートリッジ内に用紙がつまっているときには」（一 P .9-21) を参照してください。 



重要 


•内部のドラムを手で触れたり、傷を付けたりすると、印字品質が低下します。絶対に手で 
触れたり、ドラム保護シャツターを開けないでください。また、センサーなど指示された 
が外の部分は、持ったり、触れたりしないでください。故障の原因になることがあります。 



. ドラムカートリッジは、絶対に直射日光や強い光に当てないでくださし、。 



•電気接点部は、持ったり触れたりしないでください。故障の原因になることがあります。 



9-12 用紙がつまったときには 

















.転写ベルトは、持ったり触れたりしないでください。巧き品質が低下します。また、ドラ 
ムカートリッジメモリに衝撃を与えたり、磁気を近づけたりしないでください。故障の原 
因になることがあります。 



b ドラムカートリッジを保護袋に入れまず。 



i 緑色のロック解除レバーを①の方向へ押しながら、つまっている用紙を 
②の方向へ取り除きまず。 



重要 


• 上記までの操作で用紙がつまっていなかった場合、本製品背面の定着器内につまっている 
可能性があります。この場合は、手順8〜9を行わずに、手順11(一 P .9-16) が降に 
従って用紙を取り除いてください。また、その際、本製品のカートリッジカバーは絶対に 
閉めないでください。復旧困難な紙づまりの原因になることがあります。定着器内の紙づ 
まりを取り除いたら、手順8〜10を行ってドラムカートリツジをセツトしてくださし、。 


用紙がつまったときには 9-13 










8 ドラムカートリッジを保護袋から取り出しまず。 



9 ドラムカートリッジを両手で持ち、本体に取り付けまず。 

ドラムカートリツジの兰角マークを①のように本体の兰角マークに合わせて差し込みま 
す。 



ドラムカートリッジを矢印②のように手前に倒してロックします。 



困つたときには 


9-14 用紙がつまったときには 



















重要 


.ドラムカートリッジは図のような状態になるまで確実にロックしてくださし、。 


¢3 



1 0 カートリツジカバーと操作パネル部を閉めまず。 

カートリツジカバーは取っ手を最後まで持ってゆっくりと閉めます。 



カートリッジカバーを閉めても紙づまりのメッセージが消えないときは、次の手順に進ん 
でください。 


困つたときには 


用紙がつまったときには 9-15 

















II 電源プラグを電源コンセントからおいてから、アース線をアース線端子 
から取り外しまず。 



注章•本製品使用中は定着器周辺が高温になっています。が降の手順を行うときは、定着器が完 
A 全に冷えてから作業を行ってください。定着器が高温のまま触れると、やけどの原因にな 

ることがあります。 



定着ユニットの左右にある緑色のロック解除レバーを元にもどしまず。 



困つたときには 


9-16 用紙がつまったときには 




































13 


フェイスアップカバーを閉めまず。 



14 


本体背面にある2つのロック解除レバーを矢印の方向に回し、ロックを解 
除しまず。 



用紙がつまったときには 9-17 













































15 定着器の取っ手を持ち、取り外しまず。 



ム注章•定着器は約 1.7 kg あり、奧側が重くなっています。定着器を持つときは、取っ手をしっか 
A りと持ってください。足などの上に落とすとけがの原因になることがあります。 



16 サブ出力 h レイを開けまず。 



9-18 用紙がつまったときには 














17 定着ユニットの左右にある緑のロックレバーを手前に倒しロックを解除 
しまず。 




重要 


•用紙が定着ローラに完全に巻き付いていて用紙が取り除けない場合は、おおくのキヤノン 
販売店またはキヤノンお客様柜談センターにご連絡ください。 


19 


定着ユニットにある緑色のロック解除しバーを元の位置に戻しまず。 



用紙がつまったときには 9-19 







20 サブ出力 h レイを閉じまず。 



23 ずべての接続ケーブルや電源コードを接続しまず。 


困つたときには 


9-20 用紙がつまったときには 









































24 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 

電源プラグを接続しても紙づまりのメッセージが消えないときは、まだ用紙の断片などが 
内部に残っている可能性があります。再度プリンタの各部を点検し、つまっている用紙を 
完全に取り除いてください。 


ドラムカートリッジ内に用紙がつまっているときには 


図のようにドラムカートリツジに用紙がつまっているときは、次の手順で用紙を取り除いて 
くださし、。 




ドラムカートリッジのツマミを矢印の方向に回しまず。 



用紙がつまったときには 9-21 







2 ①のよラにカバーを上げ、つまっている用紙を②の方向へ取り除きまず。 




3 


カバーを元の位置に戻し①、ツマミを矢印の方向に回しまず②。 



引き続き、紙づまりの処理を行いますので、次の手順に進んでください。 

. 「本体内部の紙づまり」を処理する場合一 P .9-6 の手順8 
-「本体背面の紙づまり」を処理する場合一 P .9-9 の手順1 


9-22 用紙がつまったときには 










つた原稿を ADF から取り除く 


原稿が ADF につまると、ディスプレイにくゲンコウヲテンケンシテクダサイ >が表示 
されます。 


メモ1 •原稿台ガラスカバーは、紙づまりが解消されるまで開けないでください。用紙がつまった 
まま開けると、原稿と用紙を傷めることがあります。 


ADF を開けて、つまった原稿を静かに ADF から取り除きまず。 



^ スライドガイドを一杯に開けて、スライドガイドに引っ掛からないよう 
に原稿を取り除きまず。 



用紙がつまったときには 9-23 










3 ADF を開けて、つまった用紙を静かに排紙トレイから取り除きまず。 



9-24 用紙がつまったときには 











デイスプレイのタツ七ージ 


機能が実行されたとき、または、エラーが発生すると、が下のメッセージがディスプレイに 
表示されます。 


プリンタヲテンケンシテクダサイ 


原因1]: プリンタで異常が発生している。 


処置： 操作パネル部を上げ、カートリッジカバーを開閉して本体をリセットしてくださ 
し、。それでも表示が消えない場合は、電源コードを電源コンセントから抜いて、 
お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターに連絡してくださ 
い。 


原因 21 :トナーカートリッジが正しく装着されていなし、 


処置：トナーカートリツジを正しく装着してくださし、。 


カバーガシマツテイマセン 


原因： 力ートリッジカバーが閉まっていない。 


処置： 力ートリツジカバーを確認しきちんと閉めてくださし、。 


ゲンコウヲテンケンシテクダサイ 


原因 1 I : ADF に紙がつまっている。 


処置： ADF から原稿を取り除いてください。（一 P .9-23 「つまった原稿を ADF から取 
り除く」） 

原稿が長すぎたり短すぎたりしないか確認してください。（一 P .3-] 「原稿につい 
て」） 


原因 21 : ADF 口ーラが原稿を送らずに空転している。 


処置 ：本体にセットする前に用紙の縁をさばき、原稿の縁を平らな面でそろえてくださ 
い0 


困つたときには 


ディスプレイのメッセージ 9-25 





















ゲンコウガナガス睾マス 


原因：原稿が1 m より長い、または正しく給紙されていない。 


処置：原稿の長さを] m が下にしてくださし、。 


ヨウシノサイズヲチェック 


原因 I :カセットまたは手差しトレイの用紙のサイズが、メニューのく1.ヨウシセッテイ> 
のく1.ヨウシサイズ > 設定で指定された用紙サイズと違う。 

処置：正しいサイズの用紙をセットする力、、メニューのく1.ヨウシセッテイ > のく1.ヨ 
ウシサイズ>設定を変更してください。（一 P .2-4 「用紙をセットする」、 P 2-18 
「用紙のサイズを指定する」） 

[ストップ/リセット]を押し、操作パネル部を上げて、カートリッジカバーを 
開閉して本体をリセットします。 


木カートリッジヲセツトシテクダサイ 


原因：トナーカートリツジが装着されていないか、正しく装着されていない。 


処置：トナーカートリツジを正しく装着してください。（一 P .8-5 「トナーカートリツジ 
を交換する」） 

* * には色が入ります 。 （K :ブラック 、 C :シアン 、 M :マゼンタ、 Y : イエロー) 


トレイガイツパイデス 


原因：排紙トレイがいっぱいになっている。 


処置：出力紙を取り除いてくださし、。 


チョウセイチュウ 

スキヤンスタートヲマツテイマス 


原因 1 :電源コードを差した直後、または節電モードから復帰後、すぐにコピーができな 
い。 

処置：本体の稼動音が止まるまで、しばらく（約1分）お待ちください。電源コードを 
差した直後は読み込めません。 


困つたときには 
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メモリガイツパイデス 


原因1 1 :大きな原稿のセット時にソートコピーが設定されていたので、メモリがいっぱし、 
になっている。 

処置： 原稿を分けて、別々にコピーしてください。 


原因2 1 : ]] 件が上のコピーを予約しようとした。 

処置： 本製品は]0件までコピーを予約できます。現在のジョブが終了するまで待つか、 
[システムモニタ]で予約されたコピージョブを取り消してください。 


プリンタ データエラー 


原因 I : 処理中のジョブをキャンセルしたとき、次のジョブもスプール済みのジョブリス 
卜から削除された。 

処置： キャンセルしたジョブの直後にスプールされたジョブがスプールジョブリスト 
に残っているか確認してくださし、。 US 目ケーブルをいったん抜いてから差し直す 
力、、電源プラグを抜き差しして、エラーメッセージを消してください。 


ヨウシガツマリマシタ 


原因： 紙づまりしている。 


処置： 紙づまりを解消して（一 P .9-] 「用紙がつまったときには」）、用紙をカセットま 
たは手差しトレイにセットし直してください。[ストップ/リセット]を押し、操 
作パネル部を上げて、カートリツジカバーを開閉して本体をリセットします。 


ヨウシガアリマセン 


原因 I :カセットがセットされていないか、カセットまたは手差しトレイに用紙がセット 
されていない。 

処置： カセットまたは手差しトレイに用紙をセットしてください。（一 P 2 - 4 「用紙を 
セットする」）セットできるが上の用紙をカセットにセットしていないかどう力、 
確認してください。 

コピー中に用紙をセットする場合は、サイズの違う用紙をセットしないでくださ 
い。 

ディスプレイの2行目にくカセット>またはくテザシ>と用紙サイズが表示され 
ます。この場合は対応する用紙をセットしてください。 


困つたときには 
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プリンタ エラー 

E 078 


原因 

処置 

:ドラムカートリッジが正しく装着されていない。 

:ドラムカートリッジを正しく装着して、電源コードをもう1度抜き差ししてくだ 
さし、。 

プリンタエラー 

E 197 

原因 

処置 

:操作部/エンジン部接続コードが抜けている。 

:操作部/エンジン部接続コードを差し込み、電源プラグをコンセントから抜き差 
しして電源を入れ直してください。 

プリンタエラー 

Exxx * 

原因 

処置 

*xxx に ( 

:本体に何らかのエラーが発生している。 

:電源コードをコンセントから抜いて3〜5分ほど待ち、もう1度電源につなぎま 
す。これで問題が解消しない場合は、電源コードをコンセントから抜いて、お近 
くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターに連絡してください。 

ま数きが入ります。 

木カートリッジモウスグコウカン* 

原因 

処置 

本木には 

:トナーカートリッジの交換時期が近づいている。 

:新しいトナーカートリッジに交換してください。（一 P.8-5 「トナーカートリッジ 
を交換する」） 

:色が入ります。 （K :ブラック、 C :シアン 、 M :マゼンタ、丫：イエロー) 

ドラムモウスグコウカン 

原因 

処置 

:ドラムカートリッジの交換時期が近づいている。 

:新しいドラムカートリッジに交換してください。 


困つたときには 


9-28 デイスプレイのメッセージ 



























木カートリッジヲテンケン* 


原因 :トナーカートリツジを点検する必要がある。 

処置：力ートリツジカバーを開け閉めしてみてください。ディスプレイの表示が消えな 
い場合は、すぐに電源を外し、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相 
談センターにお問い合わせください。 

* * には色が入ります 。 （K :ブラック 、 C :シアン 、 M :マゼンタ、丫：イエロー) 


木カートリッジヲコウカン 


原因 I :トナーカートリッジを交換する必要がある。 

処置：新しいトナーカートリッジに交換してください。（一 P .8-5 「トナーカートリッジ 
を交換する」） 

* * には色が入ります 。 （K :ブラック 、 C :シアン 、 M :マゼンタ、丫：イエロー) 


ドラムヲコウカンシテクダサイ 


原因 I :ドラムカートリッジを交換する必要がある。 
処置：新しいドラムカートリツジに交換してくださし、。 


ドラムヲセツトシテクダサイ 


原因 :ドラムカートリツジが装着されていない。 
処置：ドラムカートリツジを装着してくださし、。 


八イトナーガイツパイデス 
ドラムヲコウカンシテクダサイ 


原因 I : ドラムカートリツジ内の廃トナーがいっぱいのため、ドラムカートリツジを交換 
する必要がある。 

処置：新しいドラムカートリツジに交換してください。 


困つたときには 
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プリントヲホシヨウデキ7セン 
木カートリッジヲテンケン 


原因1 :装着されているトナーカートリツジでは EP き品質の保証ができません。 

処置：トナーカートリツジはすでに使用済みか、キヤノン純正が外の力ートリツジが装 
着されています。キヤノン純正の力ートリツジに置き換えてください。 

木：じ M ， Y，K 


困つたときには 
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給紙のトラブル 


用紙がラまく送られない 


原因。：カセットまたは手差しトレイの用紙は、適切な枚数ですか？ 


処置：カセットまたは手差しトレイの用紙が、セットできる枚数を才ーバーしないよう 
にしてください。（一 P .2-4 「用紙をセットする」） 


原因2]:用紙が正しくセットされていますか？ 


処置：カセットまたは手差しトレイ内の用紙が正しくセットされているか、スライドガ 
イドが正しく調節されているかどうか確認してください。（一 P .2-4 「用紙をセツ 
卜する」） 


原因3]:カセットが正しく差し込まれていますか？ 


処置：カセットは奥までしっかり差し込んでください。カセットカ 《 傾いていたり、斜め 
に差し込まれたりしていないか確認してください。 


斜めに用紙が送られる（印刷が曲がっている) 


原因：用紙が正しくセットされていますか？ 


処置1:カセットまたは手差しトレイ内の用紙が正しくセットされているか、スライドガ 
イドが正しく調節されているかどうか確認してください。（一 P .2-4 「用紙をセッ 
卜する」） 

処置2 :排紙の出口がふさがれていないか確認してください。 


用紙が重なって送られる 


原因1 I :用紙が正しくセツトされていますか？ 


処置：カセットまたは手差しトレイ内の用紙が正しくセットされているか、スライドガ 
イドが正しく調節されているかどうか確認してください。（一 P .2-4 「用紙をセツ 
卜する」） 


原因21:カセットまたは手差しトレイにセットする前に、用紙をさばきましたか？ 


処置：用紙をさばいてから、カセットまたは手差しトレイにセットしてください。用紙 
がくっつくのを防ぎます。 


困つたときには 
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I 原因 31 :カセットまたは手差しトレイの用紙は、適切な枚数ですか？ 

処置 1 :カセットまたは手差しトレイの用紙が、セットできる枚数を才ーバーしなぃよう 
にしてくださぃ。（一 P .2-4 「用紙をセットする」） 

処置 2 :用紙をカセットまたは手差しトレイに無理に詰め込まなぃでくださぃ。 

I 原因4| :カセットまたは手差しトレイにセットされた用紙は、 ] 種類だけですか？ 

処置 1 :]種類の用紙だけをセットしてくださぃ。 

処置 2 :本製品に適した用紙をセットしてぃるかどうか確認してくださぃ。い P 2-2 「使 
用できる用紙」） 

OHP フィルムがラまく送られなぃ 

原因1 I : OHP フィルムが正しくセットされてぃますか？ 

処置：手差しトレイ内の OHP フィルムが正しくセットされてぃるか、スライドガイド 
力《正しく調節されてぃるかどうか確認してくださぃ。（一 P .2-4 「用紙をセットす 
る」） 

原因21 :適切な OHP フィルムが手差しトレイにセットされてぃますか？ 

処置：カラーコピー機用の OHP フィルムは使わなぃでくださぃ。紙づまりの原因にな 
ります。当社推奨のモノクロ OHP フィルムをお使ぃくださぃ。 

用紙が カールして 送られる 

原因 I :適切な用紙がセットされてぃますか？ 

処置：適切な用紙がカセットまたは手差しトレイにセットされてぃるかどうか確認し 
てくださぃ。（一 P .2-2 「使用できる用紙」） 

用紙が雑に排紙される 

原因 I :適切な用紙がセットされてぃますか？ 

処置 1 :適切な用紙がカセットまたは手差しトレイにセットされてぃるかどうか確認し 
てくださぃ。（一 P .2-1 「使用できる用紙につぃて」） 

処置2 :手差しトレイを使用の場合は、メニューのく1.ヨウシセッテイ>のく 2.デザ 
イントレイ > の中にあるく 2.カミシュ > で適切な用紙種類を選択してくださし、。 
(一 P .2-4 「用紙をセットする」） 


困つたときには 
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紙づまりが何度も起きる 


原因1 1:適切な用紙がセツトされていますか？ 

処置： お使いの用紙のサイズ、厚さ、種類を確認してください。い P 2-2 「使用できる 
用紙」） 


原因21 :適切な用紙が正しくセットされていますか？ 

処置 ：用紙をさばいてから、カセットにセットしてください。用紙がくっつくのを防ぎ 
ます。 


原因31 :排紙トレイがふさがれていませんか？ 

処置1 :排出された用紙を、排紙トレイに戻さないでください。（一 P .2-22 「フェイスタ'' 
ウン排紙エリア」） 

処置2 :用紙が外の物を排紙トレイに置かないでください。（一 P .2-22 「フェイスダウン 
排紙エリア」） 


原因4~] :適切な場所に設置されていますか？ 

処置： 本製品の設置場所を確認してください。（本製品の仕様については、「仕 
様」を参照してください。安全上の警告やを意については、 P . ix 「安全にお使い 
いただくために」を参照してください。） 


封筒がラまく送られない 


原因 l 1 :封筒が正しくセットされていますか？ 

処置： 封筒が正しくセットされているかどうか確認してください。（一 P .2-14 「封筒を 
手差しトレイにセツトする」） 


原因2| :適切な封筒がセットされていますか？ 

処置： 推奨封筒（洋形4号、洋形2号、 に 0- C 5) を手差しトレイにセットしてくださ 
し、。（一 P .2-14 「封筒を手差しトレイにセットする」） 


困つたときには 
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コピー のトラブル 


コピーできない 

I 原因11 :トナーカートリッジが正しく装着されていますか？ 

処置：トナーカートリッジが正しく装着されているかどうか確認してください。（一 P .8- 
5「トナーカートリッジの交換について」） 

I 原因2 1 :トナーカートリッジのシーリングテープが抜かれていますか？ 

処置：トナーカートリッジからシーリングテープを抜いてください。（一 P .8-5 「トナー 
力ートリ ッジの交換について」） 

I 原因 3 1 :カセットが本体にきちんと差し込まれていますか？ 

処置：カセットは奥までしっかり差し込んでください。（一 P 2-4 「用紙をカセットに 
セットする」） 

I 原因 4| :電源コードを接続したばかりですか？ 

処置：本体の稼動音が止まるまで、しばらくお待ちください。電源コードの接続直後は 
原稿を読み取れません。 

原因 51 :節電モードになっていませんか？ 

処置：節電モードのときは本製品で原稿を読み取れません。[節電]を押して節電モー 
ドを解除してください。 

ADF で用紙を送ると、原稿に黒いスジや巧れがつく 

原因 I :原稿台ガラスの読取部が巧れていませんか？ 

処置：原稿台ガラスの読取部を清掃してください。（一 P .8-2「 ADF エリアのお手入れ」） 

メモ I .このほか「印字品質のトラブル」（一 P .9-35) も参考にしてください。 


困つたときには 
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巧字品質のトラブル 


巧字品質がよくなぃ。印刷が不鮮明、ドットが欠けてぃる、白ぃスジが入る 

I 原因11 :お使ぃの用紙のサイズ、厚さ、種類は、本製品の仕様の範囲内ですか？ 

処置：お使ぃの用紙が本製品の仕様に対応してぃるかどうか確認してくださぃ。 

(一 P .2-] 「使用できる用紙につぃて」） 

I 原因 2 | :カートリッジが正しく装着されてぃますか？ 

処置：力ートリッジが正しく装着されてぃるかどうか確認してくださぃ。（一 P .8-5 「卜 
ナーカートリッジを交換する」） 

I 原因 3 1 :トナーカートリッジにトナーが残ってぃますか？ 

処置：「トナーカートリッジを交換する」（一 P .8-5) を参考に、必要ならばカートリッ 
ジを交換してくださぃ。 

I 原因 4| :濃度が正しく調整されてぃますか？ 

処置：[濃凰で正しく調整してくださぃ。い P .5-6 「濃度を調節する」） 

コピーが巧ぃ 

| 原因 1 I : 原稿台ガラスや原稿台ガラスカバーが巧れてぃませんか？ 

処置：原稿台ガラスや原稿台ガラスカバーを清掃してくださぃ。（一 P .8-2「 ADF エリ 
アのお手入れ」） 

I 原因 2 | :トナーカートリッジかドラムカートリッジが損傷してぃませんか？ 

処置：トナーカートリッジかドラムカートリッジに傷がある場合は、新しぃ力ートリッ 
ジと交換してくださぃ。（一 P .8-5 「トナーカートリッジを交換する」） 

歷、因 31 :本製品は室温になじんでぃますか？そうでなぃ場合は、内部で結露が発生してぃ 
ることがあります。 

処置：本製品を使用する前に、2時間が上かけて室温になじませてくださぃ。 

I 原因 4| :安定した場所に設置されてぃますか？ 

処置：本製品を適切な場所に設置してくださぃ。 


困つたときには 
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コピーが濃ずぎる、薄ずぎる 


原因 1 

処置 

原因 2 

処置 

:濃度が正しく調整されていますか？ 

:[濃度]で正しく調整してください。（一 P .5-6 「濃度を調節する」） 

:トナーセーブモードが設定されていますか？ 

:メニューのく 2.キヨウツウキノウセツテイ>のく 3.シロクロプリントト 
ナーセーブ> (一 P .10-3) でくシナイ> を選択してください。 

厚手の用紙にコピーずると、画像が部分的に欠けたり、ぼやけた状態になる 

原因 

処置 

:用紙の種類が正しく設定されていますか？ 

:メニューのく1.ヨウシセツテイ > のく 2. デザイントレイ > の中にあるく 2.力 
ミシュ > でくアツガミ > を選択してください。（一 P .2-19 「用紙の種類を指定す 
る」） 

目の粗い用紙にコピーずると、画像が欠ける 

原因 

処置 

:用紙の種類が正しく設定されていますか？ 

:メニューのく1.ヨウシセッテイ > のく 2. デザイントレイ > の中にあるく 2.力 
ミシュ > でく OHP フィルム > を選択してください。（一 P .2-4 「用紙をセットす 
る」） 

コピーずると、コピーの縁が巧い 

原因 

処置 

:用紙サイズが正しく設定されていますか？ 

:メニューのく 1. ヨウシセッテイ >のく 1. ヨウシサイズ>に適切な用紙サイズ 
を指定してください。（一 P .2-4 「用紙をセットする」） 

2色が上のトナーを重ねた画像がかずれる 

原因 

:用紙が適切ですか？ 


処置：本製品で使用できる用紙と交換してください。（一 P .2-2 「使用できる用紙」） 


困つたときには 
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色ズレにより正しい色（指定した色）でプリントされない、カラーの文字がほやけ 
て見える 


原因 II : 4色のカートリッジのいずれかのトナー残量が少ない、またはカートリッジが劣 
化していませんか？ 

処置：残トナーがなくなりかけている色のトナーカートリッジを新しいトナーカート 
リッジに交換してください。（一 P .8-5 「トナーカートリツジを交換する」） 


原因21 :用紙が適切ですか？ 

処置： 本製品で使用できる用紙と交換してください。い P .2-2 「使用できる用紙」） 


原因幻 :電源投入時など、キャリブレーション終了前にデータを送っていませんか？ 

処置： 稼動音がなくなり、待受画面になっていることを確認してから、データを送って 
ください。 


カラーの線や文字がかずれる 


原因： 細い線や文字を使用していませんか？ 


処置： プリンタドライバのプロパティ画面または EP 刷設定画面の [ EP 刷品質]タブで 
[詳細]をクリックし、[詳細設定]画面で[色付きの線や文きを優先して EP 刷す 
る]にチェックマークを付けてください。（一「ソフトウェアガイド」） 


カラーの文字がぼやけて見える 


原因： カラーの文きに太いフォントを使用していませんか？ 


処置： プリンタドライバのプロパティ画面または EP 刷設定画面の [ EP 刷品質]タブで 
[色の設定を行う]にチてックマークを付けて[色設定]をクリックし、[色設定] 
画面の[マッチング]タブで[マッチング方法]を[写真調]に設定してくださ 
し、。（一「ソフトウェアガイド」） 


困つたときには 
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細い線や塗りつぶしパターンの色が指定した色でプリントされない、または消えて 
しまラ 


原因 11 :色やパターンの組み合わせでコピーされていますか？ 

処置 1 :アプリケーシヨンソフトで色を調整して、プリントし直してください。 

処置2 :アプリケーシヨンソフトでパターンを変更して、プリントし直してくださし、。 


原因21 :網点のパターンにより、色が違って見えていますか？ 
処置：濃い色に変更して、プリントし直してください。 


網かけパターンが正しい色（指定した色）でプリントされない 


原因 I :プリントデータの網かけパターンとプリンタのデイザパターンが干渉していま 
すか？ 

処置 1 :アプリケーシヨンソフトで網かけパターンの設定をしないで、プリントし直して 
ください。 

処置 2 :プリンタドライバのプロパティ画面または EP 刷設定画面の [ EP 刷品質]タブで 
[詳細]をクリックし、[詳細設定]画面の[カラー中間調]を[階調]または 
[色調]に設定してください。（一「ソフトウェアガイド」） 


写真などのプリントでディスプレイの色とプリントの色が異なる 


原因 I: 画面 （ RGB ) とプリンタ ( CMYK ) で色の調整方まが異なるため、プリントでは、 
画面の色が忠実に再現できない場合がある。 

処置 1 :プリンタドライバで[マッチング方法]の設定を[写真調]に設定してくださし、。 

[マッチング方法]の設定は、 [ EP 刷品質]タブの[色の設定を行う]にチェック 
マークを付け、[色設定]をクリックして[マッチング]タブで行ってくださし、。 
(一「ソフトウェアガイド」） 

処置 2 :プリンタドライバのプロパティ画面または EP 刷設定画面の [ EP 刷品質]タブで 
[色の設定を行う]にチェックマークを付けて[色設定]をクリックし、[色設定] 
画面の[マッチング]タブで[マッチングモード]を[ガンマ補正]に設定して 
ガンマ値を選択してください。（一「ソフトウェアガイド」） 


困つたときには 
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巧刷のトラブル 


エラーランプが点打ずる 


原因」：用紙はうまく送られますか？カセットまたは手差しトレイ内に用紙はあります 
か？ 

処置 1 :紙づまりを直すか、カセットまたは手差しトレイに用紙をセットしてくださし、。 

(紙づまりの直し方は「用紙がつまったときには」（一 P .9-1) 、用紙のセットの 
仕方は「用紙をセットする」（一 P .2-4) を参照してください。） 

処置 2 :紙づまりでない場合、カセットまたは手差しトレイ内に用紙がセットされている 
場合は、電源コードをコンセントから抜いて3〜5分ほど待ってから、もう]度 
電源につないでください。問題が解消されていれば、エラーランプが消えてディ 
スプレイは待受画面に戻ります。エラーランプが消えない場合は、電源コードを 
コンセントから抜いて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談セン 
夕一にお問い合わせください。 


プリントアウトが用紙サイズに合わない 


原因 I :用紙がカセットに正しくセットされていますか？用紙が手差しトレイに正しく 
セットされていますか？ 

処置：用紙が正しくカセットにセットされている力、、手差しトレイに正しくセットされ 
ているかどうか確認してください。（一 P .2-4 「用紙をセットする」） 


困つたときには 
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スキヤンのトラブル 


原稿をスキヤンできない 

I 原因11 :電源コードを接続したばかりですか？ 

処置： 本体の稼動音が止まるまで、しばらくお待ちください。電源コードの接続直後は 
原稿を読み取れません。 

I 原因21 :原稿が正しくセットされていますか？ 

処置1 :原稿を取り出して、必要ならば端をそろえて、 ADF に正しくセットしてくださ 
し、。（一 P .3-4「 ADF に原稿をセットする」） 

処置2 : ADF が閉じているかどうか確認してください。 

I 原因31 : US 目ケーブルがきちんと接続されていますか？ 

処置： US 目ケーブルが本製品とコンピュータにきちんと接続されていることを確認して 
ください。いったん US 目ケーブルを抜き、しばらくしてからもう1度正しく接 
続してください。 

I 原因41 :節電モードはオフになっていますか？ 

処置： 節電モードから復帰するには、[節電]を押してください。節電モードのとき 
は、操作パネルの操作では原稿を読み取れません。節電モード中でもコン 
ピュータからはスキヤンすることができます。 

スキヤンしたイメージが巧い 

原因 I :原稿台ガラスと原稿台ガラスカバーが巧れていませんか？ 

処置 ：原稿台ガラスと原稿台ガラスカバーを清掃してください。（一 P .8-2 「読み取りエ 
リアの清掃」） 

イメージの左側が欠ける 

原因 I :原稿は原稿台ガラスに正しくセットされていますか？ 

処置 ：原稿台ガラスの端から約 3 mm 離れた位置に原稿をセットしてください。 


困つたときには 
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巧通のトラブル 


電源が入らない 


原因：電源コードはきちんと接続されていますか？ 


処置：電源コードが、本製品とコンセントにきちんと接続されているかどうか確認して 
ください。このとき、本製品背面の電源ソケットにまっすぐ差し込まれているこ 
とを確認してください。斜めに差し込まないようにしてください。まっすぐ差し 
込まれていないと、本製品が電源にきちんと接続されず、起動することができま 
せん。この場合は、いったん電源コードを抜き、2〜3分待ってから、もう]度 
きちんと電源に接続してください。 


ディスプレイに何も表示されない 


原因 II :電源コードはきちんと接続されていますか？ 


処置：電源コードが、本製品とコンセントにきちんと接続されているかどうか確認して 
ください。このとき、本製品背面の電源ソケットにまっすぐ差し込まれているこ 
とを確認してください。斜めに差し込まないようにしてください。まっすぐ差し 
込まれていないと、本製品が電源にきちんと接続されず、起動することができま 
せん。この場合は、いったん電源コードを抜き、2〜3分待ってから、もう]度 
きちんとコンセントに接続してください。 

それでもディスプレイに何も表示されないときは、電源コードをコンセントから 
抜いて、本製品内部の温度が下がるまで3〜5分ほど待ってから、もう]度電源 
に接続します。ディスプレイに何も表示されないときは、電源コードをコンセン 
卜から抜いて、おおくのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご 
連絡ください。 


原因2]:節電キーが点灯していませんか？ 


処置：節電キーが点灯中は、節電モードになっています。節電モードから復帰するには、 
[節電]を押してください。 


困つたときには 
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トラブルが解決しない場合 


本製品にトラブルが発生し、この章の説明でも解決できない場合は、お近くのキヤノン販売 
店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 


•本製品から変な音がしたり、煙が出たり変なにおいがずる場合は、すぐに電源コードを電 
源コンセントから抜いて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターに 
ご連絡ください。ご自分で分解したり、修理したりしないでください。 


重要 


• ご自分で修理した場合、保証の対象外になることがあります。 


お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターに連絡する前に、本製品に関す 
るが下の情報をご用意ください。 

•本製品の名称： 

Satera MF 81 80 

•本製品の製造番号 

(本体 ADF の右下面ラベルに記載されています。） 


Canon 

F12297 

■圧 AC100V 月巧曲 

お M 力 900W 

50/60HZ 

冷 m B 町 ■« ち F 12297 

BE 需ち ***-******* 

國 

NO. 


キヤノン was 社 

MADE IN CHINA 

CZ2 

HL1-0316 


.ソフトウェアのバージョン（「ソフトウェアガイド」の「第6章用語集」を参照してくだ 
さい。) 

• ご購入店 

. トラブルの詳細な説明 

. トラブルを解決するために取った措置とその結果 
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を種機能を登録ずる/設定ずる 10 


CHAPTER 


登録/設定メニューで使用できる各種設定内容について説明しまず。設定できる項目や値の 


一覧も記載されていまず。 


登録/設定乂ニューを巧ろ 

メモ I •ファクス機能の設定と登録は、「ファクスガイド」の「第8章各種機能を登録する/設定 
する」を参照してください。 

設定の変更は次の手順で行います。 



f [メニュ ー] を押しまず。 

^ [< 卜)]または [►(+)] を押して変更ずるメニューを選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 



設定項目が表示されます。 

^ [◄トリまたは [►(+)] を押して変更ずる項目を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 


メモ1 •各メニュー項目につぃては、「メニューの設定内容」い P.10- のを参照してくださぃ。 
.[0K] を押す前に[ストップ/リセット]を押すと、選択した項目は登録されません。 

• メニューから出るには、[ストップ/リセット]を押します。 

• [メニュー]を押すと、前の画面に戻ります。 

• メニューで設定した設定値は自動的にはが前の設定に戻りません。が前の設定に戻すとき 
は新たに設定し直してください。 


登録/設定メニューを使ラ 
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タニユーの設定内容 


用紙設定 


設定項目 

設定内容 

1. カセット 


1. ヨウシサイス'' 

カセットにセットした用紙のサイズを選択します。 

セットできる用紙サイズは、 

A4 、 B5 、 A 己、 EXEC 、 LTR 、 LGL です。 

2.テゲシトレイ 


1.ヨウシサイス'' 

手差しトレイにセットする用紙のサイズを選択します。 
セットできる用紙サイズは、 A4、 巨5、 A5、LTR、 

LG し封筒 （ ISO-C5、 洋形4号、洋形2号から指定可 
肯の、はがき、往復はがきです。 

2. カミシユ 

手差しトレイで使用する用紙の種類を選択します。 
セットできる用紙の種類は、 普通紙、 厚紙、 OHP フィ 
ルムです。 


(太字は工場出荷時の設定) 


共通機能設定 


設定項目 

設定内容 

1.ショキモ-卜、、 

本製品の初期設定モードをコピー、ファクス、スキヤ 
ンから選択します。 

電源コードの接続時やオートクリアされたときに、 
ディスプレイに表示されるモードを選択します。 

北- 

コピーモードが選択されます。 

フアクス 

ファクスモードが選択されます。 

スキヤン 

スキヤンモードが選択されます。 

2. オンリョウチョウセイ 

本製品の警告音量またはアラーム音量を調節します。 

1.キ-タッチオンリョウ 

キータッチ音量を調節します。 

0-3 (1) 

2. アラ-ムオンリョウ 

アラーム音量調整を設定します。 

0-3 (1) 


(太字は工場出荷時の設定) 
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設定項目 

設定内容 

3.ソウシンシュウリョウオンリョウ 

送信終了音量調整を設定します。 

I ラーン•ノミナラス 

送信をしている間にエラーが発生した時のみ送信終了 
音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

送信終了音を消します。 

ナラス 

送信終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

4.シ''ュシンシュウリョウオンリョウ 

受信終了音量調整を設定します。 

I ラーン’’ ノミナラス 

受信をしている間にエラーが発生した時のみ受信終了 
音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

受信終了音を消します。 

ナラス 

受信終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

5. プリントシュウリョウオンリョウ 

プリント終了音量調整を設定します。 

I ラーン•ノミナラス 

プリントをしている間にエラーが発生した時のみプリ 
ント終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

プリント終了音を消します。 

ナラス 

プリント終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

6. ヨミトリシュウリョウオンリョウ 

読み取り終了音量調整を設定します。 

I ラーシ•ノミナラス 

スキヤンをしている間にエラーが発生した時のみ読み 
取り終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

ナラサナイ 

読み取り終了音を消します。 

ナラス 

読み取り終了音を鳴らします。 

1〜3 (1) 

7.ヨビダシオンリョウ 

呼び出し音量を調節します。 

1〜3 (1) 

8. 、ソウシンオン リョウ 

通信音量を調節します。 

0-3 (1) 

3. シロクロプリントトナ-セ-ブ 

モノクロコピー時でのトナーセーブモードを設定しま 
す。この機能はカラーコピーでのご使用は出来ません。 

シナイ 

トナーセーブモード機能を設定しません。 

刀レ 

トナーセーブモード機能を設定します。 


(太字は工場出荷時の設定) 
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設定項目 

設定内容 

4.トクシユインシ''シヨリ 

コピーの品質を改善、補正するための設定をします。 

このオプション機能を指定する前によく説明をお読み 
ください。 

メモ 

問題が改善されましたら、初期設定くシナイ>にリセット 
してくださし、。 

シナイ 

特殊印字処理を設定しません。 

トクシユセツテイ1 

通常、本製品で一度プリントした用紙への裏面へのプ 
リントはお勧めしませんが、やむを得ず用紙の両面に 
プリントしなければならないときには、裏面へのプリ 
ント時に[特殊設定1]を設定します。 

トクシユセツテイ2 

用紙の種類や使用環境（特に低湿度環境）によっては、 
文きやパターンの周囲にトナーが飛び散ったような跡 
が見受けられることがあります。このような場合に、 
[特殊設定 2] に設定すると、プリント結果を改善でき 
る場合があります。 

メモ 

温度や湿度が高いところに保管されている用紙を使用 
する場合には、[特殊設定 2] に設定しないでくださ 
し、。巧き品質が低下することがあります。 

トクシユセツテイ3 

濃度の濃い原稿をプリントすると、次ページに残像が 
現れる場合があります。このような場合に、[特殊設定 
3] に設定すると、プリント結果を改善できる場合があ 
ります。 

トクシユセツテイ4 

使用環境（特に高湿度環境）によっては、黒色画像中 
に斑点あるいは縮状の画像不良が発生することがあり 
ます。このような場合に、[特殊設定 4] に設定する 
と、プリント結果を改善できる場合があります。 

トクシユセツテイ已 

表面の粗い厚紙を使用すると、十分にトナーが定着さ 
れずに、印字がかすれてしまうことがあります。この 
ような場合に、[特殊設定 5] に設定すると、プリント 
結果を改善できる場合があります。 

メモ 

薄い用紙を使用する場合には、[特殊設定 5] に設定し 
ないでください。用紙が定着器に巻きつく等のトラブ 
ルの原因になります。 

[特殊設定 5] に設定する前に、[用紙タイプ]を[厚 
紙]に設定してプリントしてください。それでも、力、 
すれが目立つときには、[特殊設定引に設定してプリ 
ントしてくださし、。 


(太字は 工場出荷時の設定） 
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設定項目 

設定内容 

トクシユセツテイ6 

蓮い用紙を使用すると、排紙された用紙のカールが目 
立ったり、黒い文字の残像が本来の印字部分が外に現 
れたりすることがあります。このような場合に、[特殊 
設定引に設定すると、プリント結果を改善できる場 
合があります。 

メモ 

厚い用紙を使用する場合には、[特殊設定引に設定し 
ないでください。十分にトナーが定着されずに、印字 
がかすれてしまうことがあります。 

[特殊設定 6] に設定する前に、[用紙タイプ]を[普 
通紙]に設定してプリントしてください。それでも、 
カールが目立つときや残像が現れるときには、[特殊設 
定 6] に設定してプリントしてください。 

トクシユセツテイ7 

ラベル用紙を使用すると、十分にトナーが定着されず 
に、印字がかすれてしまうことがあります。このよう 
な場合に、[特殊設定 7] に設定すると、プリント結果 
を改善できる場合があります。 

トクシユセツテイ8 

用紙の種類や使用環境（特に高湿度環境）によっては、 
特にホ、青、緑といった2色が上のトナーを重ねた画 
像がかすれてしまうことがあります。このような場合 
に、[特殊設定引に設定すると、プリント結果を改善 
できる場合があります。 
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ピー仕様設定 



設定項目 

設定内容 

1. ヒヨウシ'' ユンゲシツ 

原稿の種類を選択します。 

モシ‘ /シャシン 

义ち/写吉モード 

3段階のレへ'' ルチョウセイができます。 

ヒヨウシ•ユン、 外シン：!ウセン、モシ''ユウセン 

モシ'' 

文字モード 

シャシン 

写真モード 

2. ヒヨウシ'' ユンノウト‘ 

自動または手動の濃度設定モードを選択します。 

シ i ドウ 

濃度を手動で調節します。 

濃度は9段階で調節できます。 （5) 

ゾド、ゥ 

濃度が自動調整されます。自動設定は白黒コピーのみ 
有効です。 

3. ヒヨウシ'' ユン八'' イリツ 

拡大/縮ル率を選択します。 

シ i ドウ 

已0%〜200%の範囲で拡大/縮ノ」\率を選択します。 

(100%) 

テイケイヘン八、、イ 

定形変倍を選択します。用紙サイズグループを変更す 
ると、定形変倍も変わります。（トウ八’イ） 

4 . ヒヨウシ'' ユンブスウ 

コピー枚数を選択します。 

1〜99 (1) 

5. ゾドウソ—卜 

自動ソート機能を設定します。 

シナイ 

自動ソート機能を設定しません。 

スル 

自動ソート機能を設定します。 

6.サイス‘ケイしツ 

用紙サイズグループを選択できます。用紙サイズグ 
ループが変わると、定形変倍が変更されます。 

AB 

定形変倍： 50%、70%、81%、86%、100%、 

115%、122%、141%、200% 

インチ 

定形変倍： 50%、64%、 7ろ％、 100%、129%、 

200% 

A 

定形変倍： 50%、70%、100%、141%、200% 

7. カラ-八'' ランス 

カラーモード時に各色のトナー濃度を1〜7段階 （5) 

で指定します。 

1.ブラック、之シアン、3.マゼンタ、4.イェロー 

8. シャ-フネス 

画像のシャープネス（鮮明度）を設定できます。 

文字や線を鮮明にしたい場合は、大きな数値を選択し 
ます。写真をコピーする場合は、小さな数値を選択し 
ます。 

1-9 (5) 


(太字は 工場出荷時の設定) 


10-6 メニユーの設定内容 

























設定項目 

設定内容 

9. シキチョウ 

カラーモード時の色調タイプを選択します。 

ヒヨウシ’’ 1ン、アサ''树ナ、オチツイタ 

1 0 . ゾイロシ''ョキョ 

カラーモード時に地色除去のレベルを選択します。 

1 〜己 （4) 

* 1 に設定しても地色が除去されない場合があります。 


(太字は工場出荷時の設定) 


^ファクス仕様設定 


「ファクスガイド」の「第8章各種機能を登録する/設定する」を参照してくださし、。 


プリンタ仕様設定 


設定項目 

設定内容 

1. ：[ラ-タイムアウト 

コンピュータからデータを受け取れない場合に本製品 
がエラーを返すまでの時間を設定します。 

スル 

エラータイムアウトをオンにします。タイムアウト時 
間を設定します。 

5 〜 300 ビヨウ （15 ヒ•ヨウ） 

シナイ 

エラータイムアウトをオフにします。 


(太字は工場出荷時の設定) 


. タイマー設定 


設定項目 

設定内容 

1 .ヒツ''ケ/ゾ]クセット 

現在の日付と時刻（年月日時分）を本製品に設定しま 
す。 

2 .ヒツ''ケ/シ ‘] クタイプ 

日付と時刻の表示形式を設定します。 

丫丫丫 Y _ MM/DD 、 MM / DD/YYYY 、 DD / MM_YYYY 

3. トトクリア 

オートクリア機能を設定します。本製品を一定時間操 
作しなかった場合に、ディスプレイの表示がスタンパ' 

イモードに戻ります。 

スル 

オートクリア機能を設定します。 1 〜 9 フン （1 フン） 

シナイ 

オートクリア機能を設定しません。 


(太字は工場出荷時の設定) 


メニューの設定内容 10-7 



















設定項目 

設定内容 

4.トトセツ 7 ン 

節電モードを設定します。 

スル 

節電モードをオンにします。節電モードに移行するま 
での時間を設定できます。 

1.セツ7ンモ-卜‘ T イ]ウシ'' カン 

3〜30フン （5 フン） 

2. セツ 7 ンモ-ド2イ]ウシ'' カン 

3〜300フン （120 フン） 

シナイ 

オート節電機能を設定しません。 


(太字は 工場出荷時の設定) 



「ファクスガイド」の「第8章各種機能を登録する/設定する」を参照してくださし、。 


[^メンテナンス 


設定項目 

設定内容 

1. 力-トリッゾ]ウカン 

交換するトナーカートリッジを選択します。 

力-トリッシ‘センタク 

交換するカートリッジの色を選択します。 

1. ブラック 

2. シアン 

3. マゼンタ 

4. イエロー 

5. ゼンシヨク 

2. ゾド' ウカイチョウ神イ 

自動階調補正を設定します。 

3. 口-ラクリ- ニ ング 

定着ローラを清掃します。 

1. クリ-こングシ‘ッ〕ウ 

定着ローラの清掃を開始します。 

2. クリ- ニ ングヨウシプリント 

クリーニング用紙をプリントします。 


10-8 メニユーの 設定内容 
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CHAPTER 


本製品の仕様一覧と索引でず。 


仕様 


形式 

パーソナルデスクトップ型 

原稿台 

固定 

ADF への最大積載枚数 

最大積載枚数30枚 （80 g / m 2 ) 重ねた原稿の厚さ 8 mm ま 

で 

プリント方式 

電子写真方式（オンデマンド定着） 

解像度 

原稿台ガラス：モノクロ/カラー約600 X 600 dpi 

ADF :モノクロ 約600 dpi X 400 dpi 
カラー約600 dpi X 600 dpi 

階調 

256階調 

原稿サイズ 

リーガルサイズ（最大） 

単葉紙、書籍、立体 （2 kg が下） 

記録用紙 

カセット： 60 g / m 2 〜1 05 g / m ^ 

手差しトレイ： 60 g / m 2 〜1 63 g / m 2 

普通紙、カラー用紙、再生紙、 OHP フィルム、封筒、ラべ 

ル、厚紙撮大1 63 g / m 2 ) 

コピーサイズ 

原稿台ガラス： A 4 (210 mmx 297 mm ) 

ADF :リーガル (216 mmx 356 mm ) 

巧字できない範囲 

用紙：上下左右の余白 5 mm には印字できません。 

封筒：上下左右の余白 ]0 mm には巧きできません。 

ウォームアップタイム 

約60秒* (電源コードを接続してからディスプレイに待受 
画面が現れるまで。室温20で、湿度65%の場合） 

* ウォームアップタイムは、本製品の設置状況-環境により 
異なります。 


仕様 11-1 






ファーストコピータイム 

原稿台ガラス：モノクロ約21秒 
カラー 約45秒 

ADF : モノクロ約28秒 
カラー 約52秒 

A 4 サイズまたは LTR サイズ、等倍、手動濃度調節、カセッ 
卜給紙の場合（節電モードからの復帰直後を除く） 

コピー速度 

モノクロ：約19枚/分 （ A 4 サイズ） 

カラー：約4枚/分 （ A 4 サイズ） 

拡大/縮ル 

]:1±1.0〇ん12,000、 1:1,416. 1:1,224. 1:1,157. 

1:0.865、1:0.817、1:0706、 1:0.500 
ズーム： 0.50〇〜2.000 (1% 単位） 

給紙システム 

カセット： 250枚 (60 g / m 2) 

手差しトレイ：125枚 （60 g / m 2) 

コピー部数 

1〜99部 

電源 

100 V (90 〜 IIOV )、50/60 HZ 

消費電力 

最大：約1 .1 kw 
待機時：約 30 w 
節電モード1:約 25 w 
節電モード2 :約 6 w 

直流抵抗値 

3290** 

寸法川畐 X 奥行 X 高さ） 

51 0 mm X 51 2 mm x b 41 mm 
(トレイを含む） 

設置スペース（幅 X 奥行） 

610 mm X 1016 mm 

重量 

約 36 kg (力ートリッジ含む） 

定着ユニット寿命 

約50000枚/ A 4 



i 


** 電話回線の抵抗値と本製品のおお値の合計が 1 7000を超える場合など、電話回線や地 
域などの条件によって通信できないことがあります。このようなときには、お近くのキ 
ヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご相談ください。 

この仕様は、製品の改良により予告なく変更される場合があります。 

十分なプリン ト 品質を得るために、キヤノンの推奨する用紙と OHP フィルムのご使用をお 
勧めします。市販の用紙には本製品での使用に適さないものがあります。用紙および OHP 
フィルムについてご不明の点があるときは、おおくのキヤノン販売店またはキヤノンお客様 
相談センターにご連絡ください。 


11-2 仕様 
















索引 


記号 

[◄ (-)][►(+)] キー .1-5 

* 力ートリッジヲコウカン . 9-29 

木カートリッジヲセットシテクダサイ . 9-26 

* 力ートリッジヲテンケン . 9-29 

木カートリッジモウスグコウカン . 9-28 


A 

ADF .1-1 

つまった原稿を取り除く . 9-23 


0 


OHP フイルム . 9-32 

0 K キー .1-5 



USB ヶーブル . 9-40 

USB ポート . 1-3 


お 

エラータイムアウト . 10-7 

エラーランプ . 1-4， 9-39 

才ートクリア . 10-7 

オートセツデン . 10-8 

お手入 h .8-1 

オンフックキー . 1-4 

オンリヨウチョウセイ . 10-2 


索引 11-3 















































































か 


力ートリッジカバー .1-2 

力ートリッジコウカン .10-8 

拡大/縮ルキー .1-4 

醒キー .1-5 

カセット .1-2, 10-2 

カバーガシマッテイマセン .9-25 

カラースタートキー .1-5 

原稿 .3-1 

ADF に原稿をセットする .3-4 

原稿台ガラスに原稿をセットする .3-3 

セツトできる原稿 .3-1 

読み取り可能な範囲 .3-2 

ゲンコウガナガス睾マス .9-26 

原稿給紙トレイ .1-1 

原稿台ガラス .1-2 

ゲンコウヲテンケンシテクダサイ .9-23, 9-25 

コピー .5-1 

画質を調節する .5-6 

カラーバランス .5-7, 10-6 

コピー倍率を設定する .5-4 

コピーをとる .5-2 

地色除去 .5-10, 10-7 

色調 .5-9, 10-7 

シロクロプリントトナーセーブモード .5-15, 10-3 

ソートコピー .5-1 1 

定形変倍 .5-4 

D 濃度を調節する .5-6 

ヒヨウジュンガシツ .10-6 

ヒヨウジュン ノウド .10-6 

S 予約コピー .5-13 

コトキー .1-4 

コピーモード .1-6, 7-1 

困ったときには .9-1 

.8-29 
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さ 


サイズケイレツ . 10-6 

システムモニタ .7-1 

コピージョブ .7-3 

ジ a ブ .7-1 

® 信結* .7-2 

ファクスジョブ .7-1 

プリントジ a ブ .7-4 

レポートジョブ .7-4 

システムモニタキー .1-5 

ジドウソート .10-6 

. I 0-6 

tt 様 . I 1-1 

ショキモード . 10 -2 

白黒スタートキー .1-5 

スキヤン .6-1, 9-40 

スキャナドライバ .6-1 

スキャンキー .1-4 

スキャンモード .1-6, 7-1 

ストップ/リセットキー .1-5 

スライドガイド .1-1 

節電キー .1-5, 9-41 

節電モード .9-34, 9-40, 9-41 

操作パネル . 1-1,1-4 

操作パネル部 .1-2 

操作部/エンジン部接続コード .1-3 

ソートキー .1-5 

外付け電話機用差込口 .1-3 

た 

短縮キー . 1 -4 

チョウセイチュウスキャンスタートヲマッテイマス .9-26 

通信中/メモリランプ .1-4 

ディスプレイ .1-6 

ディスプレイキー .1-5 

ディスプレイのメッセージ .9-25 

テザシトレイ .10-2 


索引 11-5 




































































































































手差しトレイ .1-2, 2-9 

手差しトレイに用紙をセットする .2-1 1 

封筒を手差しトレイにセットする .2-14 

テンキーキー .1-5 

電源ソケット .1-3 

電話回線差込口 .1-3 

電話帳キー .1-4 

登録/設定メニュー .10-1 

トナーカートリッジ .8-5 

トナーカートリッジの交換 .8-5 

木力ートリッジヲ コウカン .8-5 

木カートリッジモウスグコウカン .8-5 

トナーを節約する .5-14 

ドラムカートリッジ .8-18 

ドラムヲコウカンシテクダサイ .8-18 

ドラムモウスグコウカン .8-18 

ドラムカートリッジを交換する .8-17 

ドラムヲコウカンシテクダサイ .9-29 

ドラムモウスグコウカン .9-28 

トレイガイッパイデス .9-26 


な 


ミ辰度キー 


1-4 


は 


D 排紙エリア .2-21 

フェイスアップ排紙エリア .2-21, 2-22 

付 フてイスダウン排紙エリア .2-21, 2-22 

録 排紙トレイ .1-2, 2-22 

ヒ、ゾケ/ジコクセット .10-7 

ヒ、ゾケ/ジコクタイプ .10-7 

ヒヨウジュンバイリツ .10-6 

ヒヨウジュンブスウ .10-6 

フ7クスキー . 1 -4 

ファクスモード .1-6, 7-1 

フェイスアップカバー . 1-3， 2-21 
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プリンタドライノく . 4-1 

プリンタヲテンケンシテクダサイ . 9-25 

プリンタエラー E 197 .9-28 

プリンタエラー Exxx .9-28 

プリンタ データエラー .9-27 

プリント . 4-1， 4-3 

プリントを中止する .4-4 

補助トレイ .1-2 


ま 


メ — ュ —— . I -4 

メモリガイツパイデス .9-27 


や 


輸)^ .8-29 

臓 .2-1 

原稿および用紙のセット方向 .2-20 

サイズを指定する .2-18 

種類を指定する .2-19 

使用できる用紙 .2-1 

プリント範囲 .2-3 

用紙がつまったときには .9-1 

用紙残量表示 .2-9 

用紙をカセットにセットする .2-4 

ヨウシガアリマセン .9-27 

ヨウシノ サイズヲチてック .9-26 付 

録 


ら 


リダイヤル/ポーズキー .1-4 

口ーラクリーニング .10-8 


索引 11-7 
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ワンタッチダイヤルキ_ .1-4 

ワンタッチダイヤルパネル .1-4 
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m 

本書は、本文に70%の 
再生紙を使用していまず。 


消耗品のごを文先 


販売先 


電話番号 


担当部門 


担当者 


サービス担当者連絡先 


販売店 


電話番号 


担当部門 


担当者 


Canon 


キヤノン株式会社-キヤノンマーケティングジャパン株式会社 


お客様相談センター 
(全国共通番号） 


050 - 555-90024 


[受付時間] 〈平日〉9:00〜20:00 

〈±日祝祭日〉10:00〜17:00 
(1/1 〜3は休ませていただきまず） 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-211-9627 をご利用ください。 

《 IP 電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 
※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 


キヤノンマーケティングジヤノ \°ン株式会社 干1 08-8011 東京都港区港南 2- 1 6-6 


FA7-9168 (010) 


© CANON INC. 2006 


PRINTED IN CHINA 
















